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志
賀
直
哉
年
譜
考
(九
)
︱
︱
明
治
三
十
八
年
一
月
か
ら
十
二
月
ま
で
︱
︱生
井
知
子
明
治
三
十
八
年
(一
九
〇
五
)
(数
え
二
十
三
歳
・
満
二
十
一
歳
～
二
十
二
歳
)
1
・
1
(日
)
午
前
︑
木
下
利
玄
が
年
始
に
志
賀
家
に
来
宅
︒
(木
下
利
玄
日
記
)
直
哉
は
︑﹁
出
エ
ジ
プ
ト
記
﹂
第
二
十
章
及
び
﹁
申
命
記
﹂
第
七
章
に
つ
い
て
日
記
に
記
す
︒
青
山
墓
参
︒
内
村
鑑
三
の
所
に
行
く
︒
有
島
生
馬
の
家
に
集
ま
り
︑
江
木
本
店
で
柳
谷
午
郎
・
志
賀
直
哉
・
田
村
寛
貞
・
白
杉
義
雄
・
米
津
政
賢
・
松
平
春
光
・
有
島
生
馬
で
写
真
撮
影
︒
大
金
︑
東
橋
亭
に
行
く
︒
(日
記
)
(﹃
新
潮
日
本
文
学
ア
ル
バ
ム
志
賀
直
哉
﹄
掲
載
・
写
真
)
1
・
2
(月
)
直
哉
は
ハ
ー
ン
の
本
“
A
Ja
p
a
n
e
se
M
isce
l
a
n
y
”
(﹃
日
本
雑
録
﹄
)
を
読
む
︒
(
日
記
)
木
下
利
玄
が
直
哉
に
手
紙
を
書
く
︒
年
末
に
鵠
沼
か
ら
の
葉
書
を
受
け
取
っ
た
︑
正
親
町
公
和
が
昼
か
ら
志
賀
家
に
行
く
と
言
う
か
ら
︑
色
々
伝
言
を
頼
ん
だ
と
の
こ
と
︒
(木
下
利
玄
日
記
)
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄
)
1
・
3
(火
)
直
哉
は
前
夜
ハ
ー
ン
の
“
O
f
a
p
ro
m
ise
b
ro
k
e
n
”
(﹃
破
約
﹄
)
を
読
み
︑
恐
ろ
し
い
初
夢
を
見
る
︒
朝
は
“
B
e
fo
re
th
e
S
u
p
re
m
e
C
o
u
rt”
(﹃
閻
魔
の
庁
に
て
﹄
)
を
読
む
︒
(日
記
)
午
後
︑
里
見
弴
が
︑
菅
田
敏
光
と
共
に
︑
錦
絵
を
見
に
初
め
て
志
賀
家
を
訪
問
︒
里
見
弴
は
国
貞
の
﹁
車
曳
人
形
﹂
の
三
枚
続
き
を
一
番
欲
し
い
と
思
う
︒
直
哉
は
︑
初
お
目
見
え
の
芳
三
郎
・
徳
三
郎
を
見
に
行
こ
う
と
誘
う
が
里
見
弴
は
断
る
︒
里
見
弴
は
翌
日
か
ら
鎌
倉
の
一
三
九
別
荘
で
読
も
う
と
︑
泉
鏡
花
の
小
説
の
載
っ
た
古
い
﹁
新
小
説
﹂︑﹃
風
流
線
﹄︑
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
︑
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
︑
ラ
フ
ァ
エ
ロ
を
沢
山
借
り
て
帰
る
︒
(日
記
)
(里
見
弴
﹃
君
と
私
﹄
七
)
直
哉
は
︑
夜
︑
田
中
平
一
と
新
富
座
で
観
劇
︒﹁
太
閤
記
鷺
の
森
砦
﹂﹁
女
児
雷
也
﹂
を
見
る
︒
市
蔵
︑
徳
三
郎
︑
芳
三
郎
な
ど
︒
(日
記
)
(﹃
続
々
歌
舞
伎
年
代
記
﹄
坤
の
巻
)
1
・
4
(水
)
直
哉
は
午
後
︑
田
中
平
一
と
新
富
座
で
観
劇
︒﹁
暁
星
影
﹂﹁
竹
生
島
﹂﹁
ど
ん
つ
く
﹂
を
見
る
︒
徳
三
郎
︑
芳
三
郎
︒
ハ
ー
ン
の
“
T
h
e
S
to
ry
o
f
K
w
a
sh
in
K
o
ji”
(﹃
果
心
居
士
﹄
)
を
少
し
読
む
︒
(日
記
)
(﹃
続
々
歌
舞
伎
年
代
記
﹄
坤
の
巻
)
有
島
生
馬
が
︑
直
哉
に
︑
若
い
女
性
の
横
顔
の
自
筆
絵
葉
書
を
書
く
︒
ラ
フ
ァ
エ
ロ
︑
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
︑
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
三
冊
の
お
礼
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)
1
・
5
(木
)
朝
︑
直
哉
は
有
島
生
馬
を
誘
っ
て
岩
倉
道
倶
を
訪
問
︒
帰
り
木
下
利
玄
の
家
に
寄
り
︑
午
後
木
下
利
玄
と
帰
宅
︒
夜
︑
田
中
平
一
と
東
橋
亭
に
行
く
︒
団
栄
の
﹁
御
所
桜
堀
川
夜
討
﹂
三
段
目
︑
文
福
の
﹁
伽
羅
先
代
萩
﹂
六
段
目
(
竹
の
間
)
︑
昇
之
助
の
﹁
伽
羅
先
代
萩
﹂
六
段
目
(御
殿
)
を
聞
く
︒
有
島
生
馬
の
家
に
泊
ま
る
︒
(日
記
)
1
・
6
(金
)
直
哉
は
終
日
有
島
家
で
過
ご
す
︒﹃
一
葉
全
集
﹄﹃
本
朝
故
㕝
因
縁
集
﹄
五
巻
を
借
り
る
︒
(
日
記
)
1
・
7
(土
)
直
哉
は
︑
ハ
ー
ン
の
“
T
h
e
S
to
ry
o
f
K
w
a
sh
in
K
o
ji”
“
T
h
e
S
to
ry
o
f
K
o
g
i
th
e
P
rie
st”
(﹃
僧
興
義
﹄
)
を
読
み
︑
“
S
tra
n
g
e
S
to
rie
s”
の
部
だ
け
は
読
み
終
わ
る
︒
一
葉
﹃
に
ご
り
え
﹄
を
読
む
︒
午
後
四
時
よ
り
︑
田
中
平
一
と
演
伎
座
で
観
劇
︒﹁
麻
布
七
不
思
議
﹂﹁
道
成
寺
﹂
を
見
る
︒
団
童
︑
九
女
八
な
ど
︒
(日
記
)
(﹃
続
々
歌
舞
伎
年
代
記
﹄
坤
の
巻
)
1
・
8
(日
)
直
哉
は
︑﹁
ル
カ
伝
﹂
第
十
五
章
に
つ
い
て
日
記
に
記
す
︒
(日
記
)
1
・
9
(月
)
学
習
院
の
始
業
式
︒
黒
木
三
次
・
石
渡
荘
太
郎
・
上
田
操
が
志
賀
家
に
来
宅
︒
直
哉
は
上
田
に
﹃
リ
ビ
ン
グ
ス
ト
ン
伝
﹄
を
貸
す
︒
有
島
生
馬
来
宅
︒
夜
︑
黒
木
三
次
と
歌
舞
伎
座
で
観
劇
︒﹁
花
川
戸
侠
俎
﹂﹁
小
女
郎
狐
碁
盤
忠
信
十
二
段
﹂﹁
初
霞
彩
住
吉
﹂
を
見
る
︒
ハ
ー
ン
の
“
A
Ja
p
a
n
e
se
M
isce
l
a
n
y
”
を
木
下
利
玄
に
渡
す
︒
(日
記
)
(﹃
続
々
歌
舞
伎
年
代
記
﹄
坤
の
巻
)
志
賀
直
哉
年
譜
考
(九
)
一
四
〇
1
・
10
(火
)
高
田
村
の
敷
地
に
︑
学
習
院
職
員
・
学
生
が
集
ま
り
旅
順
陥
落
祝
勝
会
︒
(﹃
学
習
院
一
覧
明
治
三
十
八
年
九
月
～
三
十
九
年
八
月
﹄﹁
記
事
摘
要
﹂
)
(日
記
)
直
哉
は
︑
昨
晩
︑
荒
物
屋
の
婆
さ
ん
が
締
め
殺
さ
れ
た
と
日
記
に
記
す
︒
(日
記
)
↓
『黒
犬
﹄
の
モ
デ
ル
1
・
11
(水
)
直
哉
は
︑
田
中
平
一
・
細
川
護
立
・
木
下
利
玄
と
︑
歌
舞
伎
座
で
観
劇
︒
﹁
都
大
路
勇
春
駒
﹂
﹁
望
月
﹂
﹁
花
川
戸
侠
俎
﹂﹁
小
女
郎
狐
碁
盤
忠
信
十
二
段
﹂﹁
初
霞
彩
住
吉
﹂
を
見
る
︒
羽
左
衞
門
︑
吉
右
衛
門
︑
松
助
︑
八
百
蔵
な
ど
︒
ハ
ー
ン
の
本
“
E
x
o
tics
a
n
d
R
e
tro
sp
e
ctiv
e
s”
(﹃
異
国
情
趣
と
回
顧
﹄
)
を
木
下
利
玄
か
ら
受
け
取
る
︒
(日
記
)
(﹃
続
々
歌
舞
伎
年
代
記
﹄
坤
の
巻
)
1
・
12
(木
)
直
哉
は
清
の
妹
に
つ
い
て
の
夢
を
見
︑
日
記
に
記
す
︒
自
分
の
こ
と
を
︽
近
江
︾
と
い
う
名
で
書
く
︒
(
日
記
)
1
・
13
(金
)
直
哉
は
有
島
生
馬
・
黒
木
三
次
と
丸
善
に
行
く
︒
ロ
ン
グ
フ
ェ
ロ
ー
の
詩
集
を
買
う
︒
(日
記
)
1
・
14
(土
)
直
哉
は
清
風
亭
で
歌
留
多
会
の
後
︑
牛
込
亭
で
木
下
利
玄
・
正
親
町
公
和
と
合
流
︒
素
行
の
﹁
岸
姫
松
轡
鑑
﹂︑
峯
子
の
﹁
碁
太
平
記
白
石
噺
﹂
七
段
目
(揚
屋
)
︑
巴
勝
の
﹁
箱
根
霊
験
躄
仇
討
﹂︑
組
幸
の
﹁
傾
城
阿
波
の
鳴
門
﹂
八
段
目
を
聞
く
︒
木
下
利
玄
か
ら
﹁
心
の
花
﹂
を
借
り
︑
大
塚
保
治
の
﹃
イ
プ
セ
ン
の
社
会
劇
﹁
人
形
の
家
﹂
に
就
い
て
﹄
を
読
む
︒
(
日
記
)
1
・
15
(日
)
直
哉
は
︑﹁
ル
カ
伝
﹂
第
十
六
章
第
一
節
よ
り
第
十
五
節
ま
で
に
つ
い
て
日
記
に
記
す
︒
直
哉
が
司
会
者
の
筈
だ
っ
た
が
︑
内
村
鑑
三
が
在
宅
の
た
め
普
段
通
り
だ
っ
た
︒
(日
記
)
木
下
利
玄
と
中
野
辺
り
を
散
歩
の
予
定
だ
っ
た
が
︑
木
下
の
病
気
の
た
め
中
止
︒
木
下
が
直
哉
に
断
り
の
手
紙
を
書
き
︑
新
宿
駅
ま
で
弟
に
持
参
さ
せ
る
︒
(日
記
)
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)
1
・
16
(月
)
直
哉
は
︑
木
下
利
玄
と
広
勝
を
モ
デ
ル
に
し
た
小
説
を
考
え
る
︒
(日
記
)
↓
後
の
未
定
稿
14
﹃
お
竹
と
利
次
郎
(梗
概
)
﹄︑
未
定
稿
8
に
も
腹
案
中
と
し
て
メ
モ
あ
り
︒
1
・
17
(火
)
｢作
文
﹂
で
﹁
休
暇
中
の
一
節
﹂
と
い
う
テ
ー
マ
が
課
せ
ら
れ
る
︒
夜
︑
直
哉
は
昇
之
助
の
﹁
艶
容
女
舞
衣
﹂
酒
屋
の
段
︑
綾
登
司
の
﹁
又
助
﹂︑
広
勝
の
﹁
明
烏
夢
泡
雪
﹂
山
名
屋
の
段
︑
小
土
佐
の
﹁
日
吉
丸
稚
桜
﹂
︑
呂
行
の
﹁
廓
文
章
﹂
(
吉
田
屋
)
︑
文
福
の
﹁
三
枚
橋
﹂
志
賀
直
哉
年
譜
考
(九
)
一
四
一
を
聞
く
︒
菅
田
敏
光
の
兄
に
有
島
生
馬
か
ら
借
り
た
﹃
一
葉
全
集
﹄
な
ど
を
貸
す
︒
(日
記
)
1
・
18
(水
)
前
日
見
合
い
し
た
岩
倉
道
倶
が
︑
直
哉
の
許
に
結
婚
の
相
談
に
来
る
︒
岩
下
家
一
︑
田
中
平
一
が
来
宅
︒
(
日
記
)
1
・
19
(木
)
夜
︑
直
哉
は
黒
木
三
次
と
喜
吉
亭
に
行
く
︒
綾
登
司
の
﹁
菅
原
伝
授
手
習
鑑
﹂︑
広
勝
の
﹁
恋
娘
昔
八
丈
﹂
鈴
ヶ
森
の
段
︑
小
土
佐
の
﹁
玉
藻
前
曦
袂
﹂
三
段
目
︑
呂
行
の
﹁
生
写
朝
顔
話
﹂
宿
屋
の
段
︑
文
福
︑
昇
之
助
の
﹁
新
版
歌
祭
文
﹂
野
崎
村
の
段
を
聞
く
︒
(日
記
)
柳
宗
悦
を
介
し
て
丸
善
に
イ
プ
セ
ン
の
“
T
h
e
D
o
l
s̓
H
o
u
se
”
(﹃
人
形
の
家
﹄
)
を
注
文
︒
(日
記
)
(座
談
会
﹃﹁
白
樺
﹂
座
談
会
﹄
)
1
・
20
(金
)
直
哉
は
﹁
帝
国
文
学
﹂
の
大
塚
保
治
﹃
ギ
ュ
ス
タ
ー
ブ
・
モ
ロ
ー
の
絵
画
﹄
を
読
む
︒
(日
記
)
1
・
21
(土
)
午
後
︑
直
哉
は
木
下
利
玄
と
有
島
生
馬
の
病
床
を
見
舞
う
︒
中
西
屋
で
幸
田
露
伴
﹃
心
の
あ
と
出
廬
﹄
︑
丸
善
で
イ
プ
セ
ン
“
H
e
d
d
a
G
a
b
le
r”
(﹃
ヘ
ッ
ダ
・
ガ
ブ
ラ
ー
﹄
)
な
ど
を
買
う
︒
木
下
も
広
勝
を
愛
す
る
と
い
う
︒
(日
記
)
1
・
22
(日
)
直
哉
は
︑﹁
コ
リ
ン
ト
前
書
﹂
第
十
二
章
に
つ
い
て
日
記
に
記
す
︒
(日
記
)
直
哉
は
︑
木
下
利
玄
に
相
合
い
傘
の
行
列
の
絵
葉
書
を
書
き
︑
一
本
あ
ま
り
が
あ
る
と
記
す
︒
(
M
38
・
1
・
22
木
下
利
玄
宛
書
簡
)
1
・
23
(月
)
直
哉
は
︑
夜
︑
一
人
喜
吉
亭
に
行
く
︒
昇
之
助
の
﹁
傾
城
阿
波
の
鳴
門
﹂
を
聞
く
︒
(日
記
)
木
下
利
玄
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
き
︑
広
勝
が
語
物
表
を
置
い
て
い
っ
た
︑
傘
が
入
用
の
時
節
が
来
る
か
も
知
れ
な
い
と
記
す
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)
1
・
24
(火
)
直
哉
は
夜
︑
二
十
六
日
に
す
べ
き
演
説
﹁
富
﹂
の
草
稿
を
書
く
︒
(日
記
)
志
賀
直
哉
・
木
下
利
玄
・
正
親
町
公
和
・
川
村
弘
・
吉
光
長
一
で
︑﹃
歌
枕
五
人
男
﹄
﹁
第
一
巻
蕗
の
苔
(
マ
マ
)
の
巻
﹂
と
い
う
回
覧
ノ
ー
ト
を
授
業
中
に
廻
し
て
書
き
始
め
る
︒﹃
歌
枕
五
人
男
﹄
の
中
で
︑
川
村
弘
は
団
栄
を
贔
屓
に
し
︑
直
哉
は
素
行
を
高
く
評
価
す
る
︒
(新
﹃
志
賀
直
哉
全
集
﹄
補
④
)
(紅
野
敏
郎
﹃
利
玄
・
直
哉
ら
の
﹁
歌
枕
五
人
男
﹂﹄
S
59
・
12
﹁
文
学
﹂
)
1
・
25
(水
)
直
哉
は
寒
気
が
し
て
午
後
の
授
業
を
休
む
︒
(日
記
)
1
・
26
(木
)
直
哉
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
の
診
断
を
受
け
る
︒
(日
記
)
志
賀
直
哉
年
譜
考
(九
)
一
四
二
木
下
利
玄
が
直
哉
に
見
舞
い
の
手
紙
を
書
く
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄
)
里
見
弴
が
直
哉
に
新
派
の
相
合
い
傘
の
行
列
の
自
筆
絵
葉
書
を
書
く
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)
1
・
27
(金
)
直
哉
は
高
熱
で
具
合
が
悪
い
︒
(日
記
)
志
賀
直
温
︑
総
武
鉄
道
株
式
会
社
専
務
取
締
役
に
就
任
︒
(志
賀
家
系
図
)
(第
三
版
﹃
帝
国
鉄
道
要
鑑
﹄
)
1
・
28
(土
)
い
く
ら
か
よ
く
な
っ
た
直
哉
は
︑
手
紙
を
書
い
た
り
︑
一
葉
の
﹃
雪
の
日
﹄﹃
た
け
く
ら
べ
﹄
な
ど
を
読
む
︒
(日
記
)
1
・
29
(日
)
疲
労
の
た
め
︑
直
哉
は
内
村
鑑
三
の
所
を
休
む
︒
田
中
平
一
が
来
宅
︒
(日
記
)
1
・
30
(月
)
朝
か
ら
︑
川
村
弘
・
木
下
利
玄
・
田
中
平
一
が
志
賀
家
に
来
宅
︒
(日
記
)
有
島
生
馬
が
直
哉
に
手
紙
を
書
く
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)
1
・
31
(火
)
直
哉
は
登
校
︒﹁
作
文
﹂
は
﹁
寒
夜
﹂
を
書
く
︒
帰
途
︑
有
島
生
馬
を
訪
問
す
る
が
留
守
で
︑
木
下
利
玄
を
訪
問
︒
(日
記
)
2
・
1
(水
)
直
哉
は
気
分
が
優
れ
な
い
が
︑﹁
帝
国
文
学
﹂
の
夏
目
漱
石
﹃
倫
敦
塔
﹄
と
﹁
吉
田
屋
﹂
の
上
巻
を
読
む
︒
ハ
ー
ン
の
﹃
牡
丹
灯
籠
﹄
を
読
む
︒
(日
記
)
＊
『愛
読
書
回
顧
﹄
に
よ
れ
ば
︑
夏
目
漱
石
は
最
も
愛
読
し
た
作
家
で
︑
﹃
吾
輩
は
猫
で
あ
る
﹄﹃
坊
つ
ち
や
ん
﹄
﹃
野
分
﹄
﹃
草
枕
﹄
等
︑
繰
り
返
し
読
ん
だ
︒
雑
誌
が
出
る
の
を
待
ち
か
ね
︑
貪
り
読
ん
だ
︒
人
間
の
行
為
心
情
に
対
す
る
漱
石
の
趣
味
・
好
悪
に
同
感
し
た
︒
漱
石
の
初
期
の
も
の
に
は
ユ
ー
モ
ア
と
そ
う
い
う
一
種
の
道
念
が
気
持
ち
よ
く
溶
け
合
っ
て
い
た
︑
と
い
う
︒
2
・
2
(木
)
雪
の
日
だ
が
︑
直
哉
は
気
持
ち
が
沈
ん
で
い
る
︒
南
日
恒
太
郎
︑
瀬
川
秀
雄
︑
桜
井
政
隆
の
授
業
︒
木
下
利
玄
が
来
宅
︒
六
時
半
か
ら
服
部
他
之
助
の
家
の
会
合
に
行
く
が
︑
こ
れ
も
面
白
く
な
い
︒
柳
沢
保
承
が
病
気
と
聞
い
た
の
で
葉
書
を
出
す
︒
(日
記
)
2
・
3
(金
)
直
哉
は
田
中
平
一
と
共
に
宮
戸
座
で
観
劇
︒﹁
蟒
お
由
高
評
仇
討
﹂﹁
中
将
姫
当
麻
縁
起
﹂﹁
恋
飛
脚
大
和
往
来
﹂
を
見
る
︒
源
之
助
︑
寿
美
蔵
︑
訥
升
な
ど
︒
源
之
助
に
感
心
す
る
︒
(日
記
)
(﹃
続
々
歌
舞
伎
年
代
記
﹄
坤
の
巻
)
2
・
4
(土
)
旧
学
習
院
長
・
立
花
種
恭
の
葬
儀
の
た
め
︑
授
業
は
休
止
し
︑
職
員
・
学
生
一
同
葬
送
︒
(﹃
学
習
院
一
覧
明
治
三
十
八
年
九
月
～
三
十
九
年
志
賀
直
哉
年
譜
考
(九
)
一
四
三
八
月
﹄﹁
記
事
摘
要
﹂
)
(日
記
)
直
哉
は
葬
儀
に
は
行
か
ず
︑
朝
か
ら
手
紙
を
八
通
出
す
︒
午
後
正
親
町
公
和
の
家
へ
行
く
︒
(
日
記
)
酒
匂
の
有
島
生
馬
が
直
哉
に
自
筆
絵
葉
書
を
書
く
︒
翌
日
帰
京
と
の
こ
と
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)
こ
の
頃
か
？
直
哉
は
﹁
好
源
斎
﹂
と
署
名
し
た
書
簡
で
︑
里
見
弴
を
﹁
蟒
お
由
高
評
仇
討
﹂
に
誘
う
︒
(
里
見
弴
﹃
君
と
私
﹄
七
)
2
・
5
(日
)
内
村
鑑
三
の
所
が
休
講
だ
っ
た
の
で
︑
直
哉
は
雑
談
し
て
帰
途
︑
岩
倉
道
倶
の
家
に
寄
る
︒
芸
者
買
い
の
話
で
不
快
︒
帰
京
予
定
の
有
島
生
馬
を
訪
問
す
る
が
不
在
︒
(日
記
)
2
・
6
(月
)
直
哉
は
﹁
物
理
﹂
を
休
ん
で
︑
田
中
平
一
と
明
治
座
で
観
劇
︒
長
田
秋
濤
翻
案
の
﹁
王
冠
﹂
を
見
る
︒
川
上
音
次
郎
︑
貞
奴
︑
高
田
実
な
ど
︒
(日
記
)
(﹃
続
々
歌
舞
伎
年
代
記
﹄
坤
の
巻
)
2
・
7
(火
)
直
哉
は
︑
松
村
務
の
父
・
松
村
務
本
の
病
死
の
お
悔
や
み
に
行
く
︒
(日
記
)
2
・
8
(水
)
直
哉
は
若
竹
亭
に
行
く
︒
川
村
弘
・
木
下
利
玄
・
岩
倉
道
倶
・
有
島
生
馬
・
藤
島
武
二
に
会
う
︒
団
栄
の
﹁
生
写
朝
顔
話
﹂
宿
屋
の
段
︑
大
吉
の
﹁
増
補
忠
臣
蔵
﹂
(本
蔵
下
邸
)
︑
昇
之
助
の
﹁
近
頃
河
原
達
引
﹂
堀
川
の
段
を
聞
く
︒
昇
之
助
は
不
出
来
︒
円
通
寺
の
有
島
生
馬
の
下
宿
に
泊
ま
る
︒
(日
記
)
志
賀
直
哉
・
木
下
利
玄
・
正
親
町
公
和
・
川
村
弘
・
吉
光
長
一
で
︑﹃
歌
枕
五
人
男
﹄
﹁
二
冊
目
紅
梅
の
巻
﹂
と
い
う
回
覧
ノ
ー
ト
を
授
業
中
に
廻
し
て
書
き
始
め
る
︒
(新
﹃
志
賀
直
哉
全
集
﹄
補
④
)
(紅
野
敏
郎
﹃
利
玄
・
直
哉
ら
の
﹁
歌
枕
五
人
男
﹂
﹄
S
59
・
12
﹁
文
学
﹂
)
2
・
9
(木
)
直
哉
は
九
時
頃
起
き
︑
閼
伽
井
で
顔
を
洗
う
︒
藤
島
武
二
の
画
室
を
一
寸
見
る
︒
夜
︑
服
部
他
之
助
の
家
の
会
合
︒
そ
の
後
︑
黒
木
三
次
が
来
宅
︒
(日
記
)
＊
『蝕
ま
れ
た
友
情
﹄
(二
)
に
書
か
れ
た
の
は
︑
こ
の
日
の
こ
と
か
？
2
・
10
(金
)
直
哉
は
里
見
弴
ら
と
宮
戸
座
で
観
劇
︒
直
哉
と
里
見
弴
は
︑
芝
居
・
錦
絵
を
主
な
話
題
に
段
々
親
し
く
な
る
︒
(日
記
)
(
里
見
弴
﹃
君
と
私
﹄
七
)
志
賀
直
哉
年
譜
考
(九
)
一
四
四
2
・
11
(土
)
直
哉
は
﹃
子
供
﹄
と
い
う
題
で
︑﹁
米
ン
ち
や
ん
﹂﹁
仙
太
﹂﹁
お
染
﹂﹁
雪
雄
﹂
﹁
新
八
﹂
﹁
島
吉
﹂
﹁
可
丸
﹂
な
ど
を
書
こ
う
と
す
る
が
出
来
な
い
︒
(日
記
)
↓
後
の
未
定
稿
8
の
作
品
名
メ
モ
参
照
︒
2
・
12
(日
)
直
哉
は
内
村
鑑
三
の
所
に
行
く
︒﹁
ダ
ニ
エ
ル
書
﹂
第
二
章
︒
(日
記
)
木
下
利
玄
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
消
印
十
三
日
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)
2
・
14
(火
)
有
島
生
馬
が
直
哉
に
自
筆
絵
葉
書
を
書
く
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)
2
・
15
(水
)
木
下
利
玄
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)
2
・
16
(木
)
夜
︑
直
哉
は
服
部
他
之
助
の
家
の
会
合
に
行
く
︒
(日
記
)
2
・
18
(土
)
松
方
金
次
郎
・
岩
下
家
一
・
田
中
平
一
が
来
宅
︒
直
哉
は
三
月
五
日
の
輔
仁
会
の
大
会
で
す
る
演
説
﹁
品
性
﹂
の
下
書
を
完
成
︒
(日
記
)
↓
未
定
稿
4
﹃
品
性
の
感
化
﹄
2
・
19
(日
)
直
哉
は
﹁
ダ
ニ
エ
ル
書
﹂
第
三
章
に
つ
い
て
日
記
に
記
す
︒
(日
記
)
木
下
利
玄
が
直
哉
に
手
紙
を
書
く
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)
2
・
20
(月
)
直
哉
は
︑
夜
︑
志
賀
直
道
と
立
花
亭
に
行
く
︒
末
勝
の
﹁
由
良
湊
千
軒
長
者
﹂
中
の
巻
(山
別
れ
)
︑
光
之
助
の
﹁
摂
州
合
邦
辻
﹂︑
素
行
の
﹁
契
情
曾
我
廓
亀
鑑
﹂
(小
磯
ヶ
原
)
︑
広
勝
の
﹁
日
吉
丸
稚
桜
﹂︑
東
糸
の
﹁
恋
飛
脚
大
和
往
来
﹂
(新
口
村
)
︑
長
年
な
ど
を
聞
く
︒
素
行
に
感
心
す
る
︒
(日
記
)
2
・
21
(火
)
直
哉
は
帰
途
︑
黒
木
三
次
・
木
下
利
玄
と
里
見
弴
の
家
に
行
く
︒
夜
︑
四
五
枚
葉
書
を
出
す
︒
(
日
記
)
2
・
22
(水
)
直
哉
は
学
習
院
を
休
む
︒
木
下
利
玄
の
家
に
行
き
︑
広
勝
の
写
真
を
見
る
︒
立
花
亭
に
行
く
︒
末
勝
の
﹁
心
中
紙
屋
治
兵
衛
﹂
(紙
治
)
︑
光
之
助
の
﹁
玉
藻
前
曦
袂
﹂
三
段
目
︑
素
行
の
﹁
恋
飛
脚
大
和
往
来
﹂
(新
口
村
)
︑
東
糸
の
﹁
壺
坂
霊
験
記
﹂
︑
長
年
の
﹁
菅
原
伝
授
手
習
鑑
﹂
四
段
目
を
聞
く
︒
(日
記
)
2
・
23
(木
)
日
記
に
︽
雛
菊
︾
の
メ
モ
あ
り
︒
直
哉
は
﹁
英
作
文
﹂
が
上
出
来
︒
夜
︑
服
部
他
之
助
の
家
の
会
合
︒
(
日
記
)
志
賀
直
哉
年
譜
考
(九
)
一
四
五
2
・
24
(金
)
直
哉
は
回
覧
ノ
ー
ト
に
︑﹁
輔
仁
会
雑
誌
﹂
の
締
め
切
り
は
い
つ
か
︑﹃
仙
太
﹄
だ
け
﹃
酒
の
み
の
子
﹄
と
で
も
い
う
題
で
出
そ
う
と
思
っ
て
い
る
と
記
す
︒
(﹃
歌
枕
五
人
男
﹄﹁
二
冊
目
紅
梅
の
巻
﹂
補
④
P
469
)
里
見
弴
が
︑
直
哉
に
︑
S
a
k
u
jistu
w
a
A
rig
a
to
と
い
う
変
名
で
好
源
斎
と
い
う
人
か
ら
手
紙
を
貰
っ
た
と
絵
葉
書
を
書
く
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)
2
・
25
(土
)
放
課
後
︑
図
書
館
閲
覧
室
で
邦
語
部
例
会
︒
松
村
定
次
郎
﹁
金
州
実
戦
談
﹂︑
直
哉
﹁
富
﹂︑
松
方
金
次
郎
﹁
桃
太
郎
﹂︑
武
者
小
路
実
篤
﹁
苦
痛
﹂
な
ど
を
演
説
︒
(日
記
)
(M
38
・
3
﹁
学
習
院
輔
仁
会
雑
誌
﹂
65
号
﹁
批
評
﹂
里
川
﹁
邦
語
例
会
雑
感
﹂︑
﹁
雑
報
﹂
﹁
邦
語
部
例
会
﹂
)
直
哉
は
︑
一
高
ボ
ー
ト
部
だ
っ
た
鈴
木
に
所
属
を
聞
か
れ
て
一
部
と
答
え
た
と
こ
ろ
︑
文
科
で
は
な
く
法
科
志
望
と
思
い
込
ま
れ
︑︽
法
律
へ
行
つ
ち
や
つ
ま
ら
ん
ぜ
︑
政
治
へ
来
玉
へ
︒
今
は
法
律
を
出
た
つ
て
金
が
と
れ
ん
か
ら
ナ
︾
と
言
わ
れ
た
体
験
を
冒
頭
に
語
る
︒
(
草
稿
﹃
小
説
若
い
銀
行
員
﹄
)
直
哉
は
有
島
生
馬
・
川
村
弘
と
真
砂
座
で
観
劇
︒﹁
女
夫
波
﹂
を
見
る
︒
伊
井
蓉
峰
︑
木
下
吉
之
助
︑
中
村
操
な
ど
︒
(日
記
)
(﹃
続
々
歌
舞
伎
年
代
記
﹄
坤
の
巻
)
2
・
26
(日
)
高
等
学
科
・
中
等
学
科
学
生
の
保
証
人
・
父
母
兄
を
招
い
て
授
業
参
観
︒
菊
池
大
麓
院
長
よ
り
懇
話
あ
り
︒
(﹃
学
習
院
一
覧
明
治
三
十
八
年
九
月
～
三
十
九
年
八
月
﹄﹁
記
事
摘
要
﹂
)
(日
記
)
直
哉
は
﹁
ダ
ニ
エ
ル
書
﹂
第
四
章
に
つ
い
て
日
記
に
記
す
︒
午
後
川
村
弘
が
来
宅
︒
﹁
煩
悶
﹂
を
文
章
に
す
る
︒
(
日
記
)
2
・
27
(月
)
休
み
で
朝
か
ら
木
下
利
玄
が
志
賀
家
に
来
宅
︒
夜
︑
直
哉
は
宮
松
亭
に
行
く
︒
素
竹
︑
団
栄
の
﹁
伽
羅
先
代
萩
﹂
六
段
目
(御
殿
)
︑
文
福
の
﹁
伊
賀
越
道
中
双
六
﹂
六
段
目
(沼
津
)
︑
昇
之
助
の
﹁
恋
女
房
染
分
手
綱
﹂
十
段
目
︑﹁
弁
天
小
僧
﹂
を
聞
く
︒
昇
之
助
は
ま
す
ま
す
下
手
な
よ
う
に
思
う
︒
(日
記
)
2
・
28
(火
)
直
哉
は
﹃
仙
太
﹄
を
出
す
︒
(日
記
)
志
賀
直
哉
・
木
下
利
玄
・
正
親
町
公
和
・
川
村
弘
・
吉
光
長
一
で
︑﹃
歌
枕
五
人
男
﹄
﹁
三
冊
目
雛
祭
の
巻
﹂
と
い
う
回
覧
ノ
ー
ト
を
授
志
賀
直
哉
年
譜
考
(九
)
一
四
六
業
中
に
廻
し
て
書
き
始
め
る
︒
直
哉
は
昇
之
助
の
悪
口
を
書
く
︒
(新
﹃
志
賀
直
哉
全
集
﹄
補
④
)
(
紅
野
敏
郎
﹃
利
玄
・
直
哉
ら
の
﹁
歌
枕
五
人
男
﹂﹄
S
59
・
12
﹁
文
学
﹂
)
3
・
1
(水
)
『仙
太
﹄
は
男
女
の
事
が
あ
る
か
ら
と
没
書
に
な
る
︒
直
哉
は
川
村
弘
・
二
条
厚
基
・
黒
木
三
次
と
田
村
寛
貞
を
訪
問
︒
(日
記
)
有
島
生
馬
が
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)
3
・
2
(木
)
夜
︑
直
哉
は
服
部
他
之
助
の
家
の
会
合
に
行
く
︒
(日
記
)
3
・
3
(金
)
睦
友
会
例
会
︒
直
哉
・
黒
木
三
次
・
川
村
弘
・
松
平
春
光
が
有
島
生
馬
の
家
に
集
ま
り
三
河
屋
で
食
事
︒
松
平
春
光
以
外
は
喜
吉
亭
に
行
く
︒
広
勝
の
﹁
菅
原
伝
授
手
習
鑑
﹂
四
段
目
︑
京
之
助
の
﹁
日
蓮
聖
人
御
法
海
﹂
三
段
目
(
勘
作
住
家
)
︑
万
八
の
﹁
玉
藻
前
曦
袂
﹂
三
段
目
︑
峯
子
の
﹁
傾
城
阿
波
の
鳴
門
﹂
八
段
目
︑
組
幸
の
﹁
絵
本
太
功
記
﹂
十
段
目
を
聞
く
︒
(
日
記
)
3
・
4
(土
)
木
下
利
玄
と
正
親
町
公
和
が
志
賀
家
に
来
宅
︒
直
哉
は
尾
崎
紅
葉
﹃
関
東
五
郎
﹄
を
読
む
︒
翌
日
の
演
説
の
草
稿
が
完
成
し
︑
練
習
す
る
︒
(日
記
)
3
・
5
(日
)
輔
仁
会
春
季
大
会
︒
(﹃
学
習
院
一
覧
明
治
三
十
八
年
九
月
～
三
十
九
年
八
月
﹄﹁
輔
仁
会
記
事
摘
要
﹂
)
(日
記
)
直
哉
は
﹁
ダ
ニ
エ
ル
書
﹂
第
五
章
に
つ
い
て
日
記
に
記
す
︒
輔
仁
会
大
会
で
﹁
品
性
﹂
を
演
説
︒
ハ
ー
ン
の
“
A
P
a
ssio
n
a
l
K
a
rm
a
”
(﹃
悪
因
縁
﹄
)
を
読
了
︒
(日
記
)
3
・
6
(月
)
直
哉
は
午
後
︑
正
親
町
公
和
と
深
川
に
行
く
︒
洲
崎
遊
郭
を
見
物
︒
新
富
座
﹁
信
州
川
中
嶋
﹂
・
歌
舞
伎
座
﹁
食
道
楽
﹂
を
立
ち
見
す
る
︒
幸
之
助
︑
宗
之
助
︑
芳
三
郎
︑
訥
子
な
ど
︒
(日
記
)
(﹃
続
々
歌
舞
伎
年
代
記
﹄
坤
の
巻
)
3
・
7
(火
)
直
哉
は
前
日
の
所
感
と
し
て
︑
世
の
い
わ
ゆ
る
恋
と
は
肉
慾
の
こ
と
で
は
な
い
か
と
日
記
に
記
す
︒
(
日
記
)
日
露
戦
争
に
て
志
賀
直
方
︑
右
眼
を
失
明
︒
(3
・
19
日
記
)
3
・
10
(金
)
志
賀
直
哉
・
木
下
利
玄
・
川
村
弘
・
吉
光
長
一
で
︑﹃
歌
枕
五
人
男
﹄﹁
弥
生
の
巻
﹂
と
い
う
回
覧
ノ
ー
ト
を
授
業
中
に
廻
し
て
書
き
始
め
る
︒
三
月
二
十
七
日
ま
で
︒
(新
﹃
志
賀
直
哉
全
集
﹄
補
④
)
(紅
野
敏
郎
﹃
利
玄
・
直
哉
ら
の
﹁
歌
枕
五
人
男
﹂
﹄
S
59
・
12
﹁
文
学
﹂
)
志
賀
直
哉
年
譜
考
(九
)
一
四
七
3
・
12
(日
)
有
島
生
馬
が
直
哉
に
自
筆
絵
葉
書
を
書
く
︒
十
三
日
の
消
印
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)
3
・
15
(水
)
里
見
弴
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
十
六
日
の
消
印
︒
昨
日
は
長
座
し
た
と
の
お
礼
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)
3
・
19
(日
)
志
賀
直
方
か
ら
︑
負
傷
し
た
と
の
手
紙
が
志
賀
家
に
届
く
︒
(日
記
)
3
・
26
(日
)
直
哉
は
︑
木
下
利
玄
に
歌
舞
伎
の
舞
台
写
真
の
絵
葉
書
を
書
く
︒
今
日
は
原
作
者
の
見
物
が
あ
る
の
で
︑
役
者
が
熱
心
だ
っ
た
と
の
こ
と
︒
(M
38
・
3
・
26
木
下
利
玄
宛
書
簡
)
3
・
30
(木
)
直
哉
か
ら
の
葉
書
を
受
け
取
っ
た
木
下
利
玄
が
返
事
を
書
く
︒
三
十
一
日
の
消
印
︒
夜
九
時
頃
︑
直
哉
の
所
へ
電
話
を
か
け
た
が
服
部
他
之
助
の
所
に
行
っ
て
い
て
留
守
だ
っ
た
と
の
こ
と
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)
4
頃
直
哉
は
﹃﹁
故
国
は
︱
﹂﹄
を
執
筆
︒
学
習
院
を
突
然
免
職
に
な
っ
た
先
生
が
二
人
い
る
こ
と
へ
の
不
快
︑
今
後
は
す
べ
て
の
先
生
が
終
生
学
習
院
に
と
ど
ま
っ
て
教
鞭
を
と
れ
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
︑
と
の
内
容
︒
(
未
定
稿
5
)
4
・
1
(土
)
木
下
利
玄
が
直
哉
に
手
紙
を
書
く
︒
直
哉
の
成
績
は
︑﹁
国
文
﹂﹁
漢
文
﹂︑
英
語
の
﹁
文
法
﹂﹁
作
文
﹂︑
﹁
武
課
﹂
が
甲
︑
残
り
は
乙
︑
総
平
均
が
乙
︑
二
十
四
人
中
九
位
だ
っ
た
︑
明
日
昼
頃
待
っ
て
い
る
︑
と
の
こ
と
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄
)
4
・
4
(火
)？
～有
島
生
馬
送
別
の
為
に
︑
睦
友
会
の
メ
ン
バ
ー
ら
四
︑
五
人
で
鹿
野
山
へ
旅
行
︒
木
下
利
玄
も
行
っ
た
︒
(
里
見
弴
﹃
君
と
私
﹄
八
)
(﹃
歌
枕
五
人
男
﹄﹁
弥
生
の
巻
﹂
)
(M
39
・
2
・
6
有
島
生
馬
宛
書
簡
)
4
・
11
(火
)
隅
田
川
上
流
で
︑
輔
仁
会
の
第
十
一
回
端
艇
競
漕
会
を
開
催
︒
(﹃
学
習
院
一
覧
明
治
三
十
八
年
九
月
～
三
十
九
年
八
月
﹄﹁
輔
仁
会
記
事
摘
要
﹂
)
4
・
13
(木
)
学
習
院
で
三
学
期
始
業
式
︒
(M
38
・
6
﹁
学
習
院
輔
仁
会
雑
誌
﹂
66
号
﹁
雑
報
﹂
)
4
・
14
(金
)
木
下
利
玄
が
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒
十
五
日
の
消
印
︒
旅
行
中
の
礼
︑
直
哉
は
四
月
一
杯
学
習
院
を
欠
席
す
る
と
決
心
し
た
の
か
と
の
質
問
な
ど
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)
4
・
18
(火
)
木
下
利
玄
が
直
哉
に
手
紙
を
書
く
︒
十
九
日
の
消
印
︒
修
学
旅
行
に
つ
い
て
の
報
告
︑
木
曜
か
土
曜
に
︑﹃
通
夜
物
語
﹄
や
﹁
新
小
説
﹂︑
志
賀
直
哉
年
譜
考
(九
)
一
四
八
旅
費
な
ど
を
持
っ
て
訪
問
し
た
い
と
の
こ
と
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)
4
・
22
(土
)
父
・
木
下
利
永
の
病
気
で
︑
二
十
日
朝
に
足
守
へ
帰
省
し
た
木
下
利
玄
が
︑
直
哉
に
手
紙
を
書
く
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄
)
4
・
23
(日
)
武
者
小
路
実
篤
が
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒
先
日
の
内
村
鑑
三
の
演
説
は
大
変
面
白
か
っ
た
︑
ユ
ー
ゴ
の
伝
記
を
読
ん
だ
︑
今
度
の
旅
行
に
は
直
哉
は
行
か
な
い
そ
う
だ
が
︑
行
っ
た
ら
ど
う
か
︑
カ
ー
ラ
イ
ル
の
伝
記
や
﹃
逆
境
の
恩
寵
﹄
を
読
ん
で
い
る
な
ど
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄
)
(﹃
武
者
小
路
実
篤
全
集
﹄
)
4
・
26
(水
)
高
等
学
科
及
び
中
等
学
科
二
年
級
以
上
の
学
生
は
︑
級
ご
と
に
二
泊
の
修
学
旅
行
︒
(﹃
学
習
院
一
覧
明
治
三
十
八
年
九
月
～
三
十
九
年
八
月
﹄
﹁
記
事
摘
要
﹂
)
高
二
(一
部
の
一
部
)
は
日
光
よ
り
湯
本
︑
高
二
(二
部
及
び
一
部
の
一
部
)
は
日
光
よ
り
足
尾
︒
(M
38
・
6
﹁
学
習
院
輔
仁
会
雑
誌
﹂
66
号
﹁
雑
報
﹂
)
4
・
29
(土
)
中
禅
寺
湖
畔
の
川
村
弘
が
東
京
の
直
哉
へ
手
紙
を
出
す
︒
(﹃
芳
舟
遺
稿
﹄
所
収
川
村
弘
書
簡
)
日
光
の
正
親
町
公
和
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)
こ
の
頃
か
？
直
哉
は
武
者
小
路
実
篤
に
︑
田
村
寛
貞
の
所
に
ト
ル
ス
ト
イ
か
ら
返
事
(
M
38
・
3
・
19
付
︑
M
44
・
1
﹁
白
樺
﹂
に
掲
載
)
が
来
た
と
告
げ
る
︒
(武
者
小
路
実
篤
﹃
或
る
男
﹄
九
十
)
こ
の
頃
か
？
有
島
生
馬
が
︑
関
安
子
と
の
婚
約
を
︑
直
哉
と
黒
木
三
次
に
打
ち
明
け
︑
留
学
中
の
こ
と
を
託
す
︒
(﹃
蝕
ま
れ
た
友
情
﹄
二
)
こ
の
頃
か
？
直
哉
は
有
島
生
馬
と
関
安
子
の
結
婚
問
題
に
つ
い
て
︑
安
子
の
境
遇
へ
の
憐
れ
み
か
ら
生
じ
た
も
の
で
純
粋
の
恋
愛
で
は
な
い
か
ら
結
婚
し
な
い
方
が
い
い
と
い
う
考
え
を
書
く
︒
(未
定
稿
6
)
5
・
2
(火
)
故
郷
か
ら
帰
京
途
中
に
京
都
に
立
ち
寄
っ
た
木
下
利
玄
が
︑
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)
5
・
3
(水
)
有
島
生
馬
の
渡
欧
に
際
し
︑
志
賀
直
哉
︑
有
島
生
馬
︑
佐
久
間
忠
雄
︑
川
村
弘
︑
田
村
寛
貞
︑
松
平
春
光
︑
黒
木
三
次
︑
柳
谷
午
郎
︑
杉
山
得
一
ら
睦
友
会
の
メ
ン
バ
ー
で
丸
木
で
写
真
撮
影
︒
そ
の
後
︑
四
谷
の
三
河
屋
で
会
食
︒
白
杉
義
雄
も
来
る
︒
(﹃
芳
舟
遺
稿
﹄
所
収
川
村
弘
日
記
)
(筑
摩
書
房
﹃
日
本
文
学
ア
ル
バ
ム
志
賀
直
哉
﹄
掲
載
・
写
真
)
志
賀
直
哉
年
譜
考
(九
)
一
四
九
5
・
4
(木
)
靖
国
神
社
臨
時
大
祭
に
付
き
︑
学
習
院
学
生
一
同
︑
参
拝
︒
(﹃
学
習
院
一
覧
明
治
三
十
八
年
九
月
～
三
十
九
年
八
月
﹄
﹁
記
事
摘
要
﹂
)
有
島
生
馬
が
直
哉
に
︑
前
日
の
礼
と
︑
関
安
子
と
の
こ
と
は
心
配
に
は
及
ば
な
い
︑
と
の
葉
書
を
書
く
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)
こ
の
頃
か
？
(有
島
生
馬
の
出
発
の
一
週
間
程
前
)
直
哉
は
有
島
生
馬
と
︑
四
谷
の
停
車
場
の
上
の
堤
で
一
つ
マ
ン
ト
を
か
ぶ
っ
て
話
を
し
た
︒
(
M
39
・
5
・
27
有
島
生
馬
宛
書
簡
)
5
・
10
(水
)
渡
欧
に
際
し
て
︑
有
島
生
馬
が
送
別
の
饗
宴
を
蓬
萊
亭
で
開
く
︒
田
村
寛
貞
︑
志
賀
直
哉
︑
黒
木
三
次
︑
松
平
春
光
︑
川
村
弘
︑
柳
谷
午
郎
︑
岩
倉
道
倶
︑
木
下
利
玄
が
招
か
れ
︑
里
見
弴
や
佐
藤
隆
三
ら
有
島
生
馬
の
弟
た
ち
も
出
席
︒
(﹃
芳
舟
遺
稿
﹄
所
収
川
村
弘
日
記
)
5
・
13
(土
)
有
島
生
馬
の
渡
欧
を
︑
直
哉
は
里
見
弴
ら
と
見
送
る
︒
睦
友
会
の
メ
ン
バ
ー
は
新
橋
六
時
発
の
列
車
で
有
島
生
馬
と
共
に
横
浜
に
赴
い
た
︒
有
島
生
馬
が
乗
っ
た
の
は
八
時
半
発
の
ド
イ
ツ
汽
船
R
o
o
n
︒
(里
見
弴
﹃
君
と
私
﹄
八
)
(﹃
芳
舟
遺
稿
﹄
所
収
川
村
弘
日
記
)
5
・
14
(日
)
黒
木
三
次
が
有
島
家
に
里
見
弴
を
訪
ね
︑
関
安
子
に
会
う
︒
(M
38
・
5
・
15
有
島
生
馬
宛
書
簡
)
ロ
ー
ン
号
船
中
の
有
島
生
馬
が
︑
直
哉
と
黒
木
三
次
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
神
戸
の
消
印
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)
5
・
15
(月
)
直
哉
が
有
島
生
馬
に
手
紙
を
書
く
︒
神
戸
か
ら
の
葉
書
は
受
け
取
っ
た
︑
十
九
日
の
午
後
九
時
か
ら
月
を
見
な
い
か
︑
離
れ
て
い
て
も
同
じ
月
を
眺
め
る
こ
と
が
出
来
る
か
ら
︑
と
の
こ
と
︒
(M
38
・
5
・
15
有
島
生
馬
宛
書
簡
)
ロ
ー
ン
号
船
中
の
有
島
生
馬
が
︑
直
哉
と
黒
木
三
次
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
長
崎
十
六
日
の
消
印
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)
5
・
18
(木
)
学
習
院
で
邦
語
演
説
例
会
︒
市
原
一
郎
﹁
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
大
王
ノ
話
﹂︑
津
田
章
﹁
勇
マ
シ
キ
艦
長
の
最
期
﹂
︑
リ
ン
カ
ー
ン
の
話
を
し
た
服
部
純
雄
﹁
貧
児
ノ
成
行
︑
偉
人
ノ
生
涯
﹂︑
後
藤
武
保
﹁
捕
鯨
﹂︑
塩
谷
教
授
﹁
蹈
破
ル
雲
山
万
里
ノ
程
﹂
な
ど
︒
(
M
38
・
6
﹁
学
習
院
輔
仁
会
雑
誌
﹂
66
号
﹁
雑
報
﹂
)
(﹃
芳
舟
遺
稿
﹄
所
収
川
村
弘
日
記
)
5
・
20
(土
)
岡
山
の
米
津
政
賢
が
︑
直
哉
に
︑
神
戸
で
の
有
島
生
馬
と
の
再
会
に
つ
い
て
の
書
簡
を
書
く
︒
(
M
38
・
6
﹁
学
習
院
輔
仁
会
雑
誌
﹂
66
号
﹁
詞
苑
﹂﹁
別
離
﹂
)
学
習
院
で
剣
道
大
会
︒
(﹃
学
習
院
一
覧
明
治
三
十
八
年
九
月
～
三
十
九
年
八
月
﹄﹁
記
事
摘
要
﹂
)
志
賀
直
哉
年
譜
考
(九
)
一
五
〇
5
半
ば
直
哉
は
︑
里
見
弴
を
志
賀
家
に
呼
ん
で
関
安
子
の
事
を
相
談
す
る
︒
こ
の
頃
︑
安
子
は
有
島
家
の
女
中
を
し
て
い
た
︒
(里
見
弴
﹃
君
と
私
﹄
九
)
5
・
22
(月
)
～
歌
舞
伎
座
で
︑﹁
堀
川
夜
討
﹂﹁
近
江
源
氏
先
陣
館
﹂﹁
土
蜘
﹂﹁
弁
天
娘
女
男
白
波
﹂
﹁
三
軒
長
屋
﹂
を
上
演
︒
八
百
蔵
の
土
佐
坊
昌
俊
︒
(﹃
続
々
歌
舞
伎
年
代
記
﹄
坤
の
巻
)
＊
草
稿
﹁
第
三
篇
﹂
(四
)
に
よ
れ
ば
︑
直
哉
は
︑
八
百
蔵
が
土
佐
坊
昌
俊
の
芝
居
を
や
っ
て
い
る
時
︑
歌
舞
伎
座
で
稲
・
ブ
リ
ン
ク
リ
ー
を
見
た
︒
そ
の
時
は
︑
前
の
夏
︑
箱
根
へ
行
く
時
︑
国
府
津
か
ら
の
電
車
で
向
か
い
合
っ
た
お
嬢
さ
ん
だ
と
思
っ
た
︒
そ
し
て
性
質
・
趣
味
す
べ
て
立
派
な
人
だ
と
想
像
の
中
で
拵
え
上
げ
て
い
た
︒
そ
の
一
ヶ
月
後
︑
麻
布
の
谷
町
を
歩
い
て
い
て
︑
俥
に
乗
っ
た
稲
・
ブ
リ
ン
ク
リ
ー
に
出
会
い
︑
歌
舞
伎
座
で
見
た
の
も
稲
・
ブ
リ
ン
ク
リ
ー
だ
っ
た
と
気
が
付
い
た
︒
5
・
23
(火
)
香
港
の
有
島
生
馬
が
︑
直
哉
と
黒
木
三
次
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
香
港
二
十
五
日
︑
東
京
六
月
七
日
の
消
印
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)
5
・
25
(木
)
金
田
の
武
者
小
路
実
篤
が
直
哉
に
手
紙
を
書
く
︒
高
山
樗
牛
の
﹃
文
明
批
評
家
と
し
て
の
文
学
者
﹄
は
一
読
の
価
値
が
あ
る
︑
ト
ル
ス
ト
イ
の
﹃
現
代
の
奴
隷
﹄
の
終
わ
り
に
徴
兵
の
こ
と
が
書
い
て
あ
る
︑
明
日
か
ら
イ
プ
セ
ン
の
﹃
ロ
ス
メ
ル
ス
ホ
ル
ム
﹄
を
読
み
た
い
︑
今
﹃
イ
ワ
ン
・
イ
リ
イ
ッ
チ
の
死
﹄
を
読
ん
で
い
る
︑
と
の
こ
と
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄
)
(﹃
武
者
小
路
実
篤
全
集
﹄
)
こ
の
頃
か
？
日
露
戦
争
の
さ
な
か
︑
直
哉
は
武
者
小
路
実
篤
と
戦
争
に
取
ら
れ
た
ら
ど
う
す
る
か
を
議
論
し
︑
徴
兵
を
拒
否
し
て
殺
さ
れ
る
方
が
本
当
で
は
な
い
か
と
述
べ
る
︒
直
哉
は
最
後
の
審
判
を
七
分
か
八
分
信
じ
て
い
た
︒
(
武
者
小
路
実
篤
﹃
或
る
男
﹄
九
十
)
こ
の
頃
か
？
直
哉
は
︑
小
山
内
薫
の
訳
し
た
﹃
居
眠
り
﹄
(M
38
・
5
﹁
七
人
﹂
)
を
読
む
︒
チ
ェ
ー
ホ
フ
を
読
ん
だ
最
初
︒
(﹃
稲
村
雑
談
﹄﹁
読
書
﹂
)
＊
対
談
﹃
志
賀
直
哉
氏
の
文
学
縦
横
談
﹄
に
よ
れ
ば
︑
チ
ェ
ー
ホ
フ
の
テ
ー
マ
の
あ
る
ご
く
短
い
短
篇
・
コ
ン
ト
を
若
い
頃
熱
心
に
読
ん
だ
し
︑
相
当
の
影
響
を
受
け
て
い
る
︒﹃
退
屈
な
話
﹄
な
ど
の
面
白
味
が
分
か
っ
て
来
た
の
は
ず
っ
と
後
の
こ
と
だ
と
い
う
︒
＊
『大
洞
台
に
て
﹄
で
は
︑
チ
ェ
ー
ホ
フ
の
﹃
居
眠
り
﹄﹃
カ
キ
﹄
な
ど
が
好
き
と
発
言
︒
座
談
会
﹃
作
家
の
態
度
﹄
で
は
︑﹃
可
愛
い
女
﹄
﹃
退
屈
な
話
﹄﹃
六
号
室
﹄
な
ど
に
感
心
と
発
言
︒
志
賀
直
哉
年
譜
考
(九
)
一
五
一
5
・
28
(日
)
直
哉
は
家
族
を
連
れ
て
江
ノ
島
に
遊
び
︑
木
下
利
玄
に
葉
書
を
出
す
︒
(M
38
・
5
・
31
直
哉
宛
木
下
利
玄
書
簡
)
5
・
31
(水
)
木
下
利
玄
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)
6
・
1
(木
)
学
習
院
で
︑
日
本
海
海
戦
大
勝
利
祝
勝
会
︒
(﹃
学
習
院
一
覧
明
治
三
十
八
年
九
月
～
三
十
九
年
八
月
﹄﹁
記
事
摘
要
﹂
)
6
・
4
(日
)
ロ
ー
ン
号
船
中
の
有
島
生
馬
が
︑
直
哉
と
黒
木
三
次
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
コ
ロ
ン
ボ
五
日
︑
麻
布
二
十
九
日
の
消
印
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)
6
・
6
(火
)
旧
学
習
院
長
・
立
花
種
恭
の
追
悼
会
な
ら
び
に
︑
学
習
院
出
身
の
戦
死
者
︑
宮
内
盛
一
・
小
山
能
文
・
南
部
利
祥
の
追
悼
会
︒
(﹃
学
習
院
一
覧
明
治
三
十
八
年
九
月
～
三
十
九
年
八
月
﹄﹁
輔
仁
会
記
事
摘
要
﹂
)
6
・
17
(土
)
直
哉
︑
木
下
利
玄
︑
川
村
弘
が
喜
吉
亭
に
行
く
︒
(﹃
芳
舟
遺
稿
﹄
所
収
M
38
・
6
・
19
正
親
町
公
和
宛
川
村
弘
書
簡
)
6
・
20
(火
)
昼
か
ら
︑
細
川
護
立
・
木
下
利
玄
・
川
村
弘
が
志
賀
家
に
来
宅
︑
直
哉
と
﹁
漢
文
﹂
の
試
験
勉
強
を
す
る
︒
(﹃
芳
舟
遺
稿
﹄
所
収
M
38
・
6
・
19
正
親
町
公
和
宛
川
村
弘
書
簡
)
6
・
21
(水
)
里
見
弴
が
直
哉
に
手
紙
を
書
く
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)
直
哉
は
︑﹁
学
習
院
輔
仁
会
雑
誌
﹂
第
六
十
六
号
﹁
批
評
﹂
欄
に
﹁
奈
加
葉
﹂
の
署
名
で
﹃
前
号
詞
苑
同
人
評
﹄
の
﹃
江
戸
の
花
(
は
る
さ
む
)
﹄
と
﹃
鼓
艸
(は
る
さ
む
)
﹄
評
︑﹁
半
月
﹂
の
署
名
で
﹃
五
月
十
八
日
邦
語
演
説
例
会
略
評
﹄
を
発
表
︒
(新
﹃
志
賀
直
哉
全
集
﹄
⑩
)
6
・
25
(日
)
里
見
弴
が
直
哉
に
鹿
野
山
に
一
緒
に
行
っ
て
ほ
し
い
と
の
手
紙
を
書
く
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄
)
7
・
1
(土
)
木
下
利
玄
が
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒
今
晩
︑
呂
昇
と
は
う
ら
や
ま
し
い
︑
明
日
は
清
水
澄
の
所
へ
皆
で
行
く
の
で
是
非
参
加
し
て
ほ
し
い
︑
と
の
こ
と
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)
7
・
3
(月
)
直
哉
は
︑
こ
の
日
ま
で
三
日
連
続
で
呂
昇
を
聞
い
て
感
心
し
た
︒
(﹃
芳
舟
遺
稿
﹄
所
収
M
38
・
7
・
4
正
親
町
公
和
宛
川
村
弘
書
簡
)
直
哉
は
︑
こ
の
日
︑
呂
昇
の
﹁
艶
容
女
舞
衣
﹂
酒
屋
の
段
を
聞
い
た
後
︑
少
な
く
と
も
九
月
十
一
日
ま
で
は
一
度
も
義
太
夫
を
聞
か
な
い
︒
志
賀
直
哉
年
譜
考
(九
)
一
五
二
(M
38
・
9
・
11
有
島
生
馬
宛
書
簡
)
7
・
7
(金
)
ロ
ー
マ
の
有
島
生
馬
が
︑
直
哉
に
︑
手
紙
の
お
礼
︑
関
安
子
の
事
に
つ
い
て
増
田
英
一
や
山
本
愛
子
と
相
談
し
て
く
れ
る
好
意
へ
の
感
謝
︑
安
子
の
事
を
田
村
寛
貞
に
も
話
し
て
ほ
し
い
︑
と
の
手
紙
を
書
く
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄
)
7
・
9
(日
)
直
哉
は
旅
行
か
ら
帰
宅
︒
(M
38
・
7
・
10
直
哉
宛
木
下
利
玄
書
簡
)
7
・
10
(月
)
木
下
利
玄
が
直
哉
に
手
紙
を
書
く
︒
直
哉
が
旅
か
ら
出
し
た
便
り
・
白
樺
二
葉
を
今
朝
受
け
取
っ
た
︑
呂
昇
は
素
晴
ら
し
い
︑
今
晩
正
親
町
公
和
の
家
に
行
か
な
い
か
︑
な
ど
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄
)
7
・
12
(水
)
学
習
院
卒
業
証
書
授
与
式
︒
(﹃
学
習
院
一
覧
明
治
三
十
八
年
九
月
～
三
十
九
年
八
月
﹄
﹁
記
事
摘
要
﹂
)
7
・
15
(土
)
有
島
生
馬
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
ロ
ー
マ
十
六
日
︑
麻
布
八
月
二
十
二
日
の
消
印
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)
夏
直
哉
は
︑
里
見
弴
・
黒
木
三
次
と
元
箱
根
で
生
活
す
る
︒
読
書
・
小
説
の
朗
読
会
・
ボ
ー
ト
遊
び
な
ど
を
す
る
︒
途
中
か
ら
柳
沢
保
承
も
家
扶
に
連
れ
ら
れ
て
来
る
︒
(里
見
弴
﹃
君
と
私
﹄
十
)
直
哉
は
︑
芦
ノ
湖
畔
で
一
夏
か
か
っ
て
︑
ズ
ー
デ
ル
マ
ン
の
﹃
デ
ー
ム
・
ケ
ア
﹄
(=
『憂
愁
夫
人
﹄﹃
フ
ラ
ウ
・
ゾ
ル
ゲ
﹄
)
を
読
ん
だ
︒
面
白
か
っ
た
︒
ハ
ウ
プ
ト
マ
ン
や
ズ
ー
デ
ル
マ
ン
は
︑
箱
根
で
こ
つ
こ
つ
読
ん
だ
︒
(﹃
S
君
と
の
雑
談
﹄
)
(座
談
会
﹃
回
顧
﹄
)
芦
ノ
湖
に
潜
っ
て
烏
貝
を
沢
山
取
っ
た
︒
黒
い
小
さ
な
真
珠
が
入
っ
て
い
た
︒
(
対
談
﹃
秋
の
夜
話
﹄
)
7
・
20
(木
)
有
島
生
馬
が
︑
直
哉
に
ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
リ
画
﹁
春
﹂
の
絵
葉
書
を
出
す
︒
ロ
ッ
カ
・
デ
ィ
・
パ
パ
二
十
五
日
︑
麻
布
九
月
十
日
の
消
印
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)
木
下
利
玄
が
︑
箱
根
の
石
内
九
郎
吉
方
の
直
哉
に
手
紙
を
書
く
︒
東
京
座
の
評
判
を
面
白
く
拝
見
し
た
︑
﹃
ノ
ラ
﹄
は
学
習
院
の
水
泳
の
荷
物
の
中
に
入
れ
て
出
し
て
し
ま
っ
た
の
で
︑
明
日
か
ら
行
く
片
瀬
で
出
来
る
だ
け
早
く
読
ん
で
小
包
で
送
る
︑
と
の
こ
と
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)
7
・
22
(土
)
川
村
弘
が
直
哉
が
二
十
一
日
に
箱
根
か
ら
出
し
た
︽
a
u
f
及
大
隅
一
座
の
詳
評
あ
り
が
た
く
拝
見
致
候
︒
a
u
f
は
今
年
も
亦
当
地
に
参
る
志
賀
直
哉
年
譜
考
(九
)
一
五
三
や
う
な
噂
は
御
座
な
く
候
や
当
地
へ
参
り
て
よ
り
は
新
聞
と
云
ふ
も
の
少
し
も
見
申
さ
ず
候
間
珍
ら
し
き
事
も
有
之
候
は
ゞ
御
切
抜
き
御
送
り
被
下
度
︾
と
い
う
手
紙
を
受
け
取
る
︒
(﹃
芳
舟
遺
稿
﹄
所
収
川
村
弘
日
記
)
7
・
23
(日
)
武
者
小
路
実
篤
が
︑
箱
根
の
直
哉
に
水
泳
で
の
生
活
の
報
告
の
葉
書
を
書
く
︒
モ
リ
ツ
の
神
話
を
読
む
つ
も
り
︑
﹃
ア
ン
ナ
・
カ
レ
ー
ニ
ナ
﹄
は
読
み
終
わ
っ
た
︑
と
の
こ
と
︒
(﹃
武
者
小
路
実
篤
全
集
﹄
)
＊
直
哉
に
頼
ま
れ
て
︑
武
者
小
路
実
篤
は
︑
学
習
院
の
水
泳
の
風
儀
を
よ
く
す
る
た
め
に
参
加
し
た
︒
(
武
者
小
路
実
篤
﹃
或
る
男
﹄
九
十
八
)
7
・
24
(月
)
片
瀬
の
水
泳
に
行
っ
て
い
る
木
下
利
玄
が
︑
箱
根
の
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)
7
・
28
(金
)
片
瀬
の
水
泳
に
行
っ
て
い
る
木
下
利
玄
が
︑
箱
根
の
直
哉
に
手
紙
を
書
く
︒
二
十
九
日
の
消
印
︒
先
日
柳
沢
保
承
が
来
遊
︑
今
頃
は
柳
沢
も
箱
根
だ
ろ
う
と
の
こ
と
︒
同
封
さ
れ
た
武
者
小
路
実
篤
の
手
紙
に
は
︑
直
哉
か
ら
の
手
紙
を
受
け
取
っ
た
こ
と
︑
直
哉
が
読
ん
で
い
る
﹃
フ
ラ
ウ
・
ゾ
ル
ゲ
﹄
の
こ
と
︑
水
泳
は
風
儀
上
問
題
が
な
い
こ
と
な
ど
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)
7
・
31
(月
)
有
島
生
馬
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
ロ
ッ
カ
・
デ
ィ
・
パ
パ
の
消
印
︑
麻
布
九
月
十
日
の
消
印
︒
避
暑
に
来
た
︑
〝
岩
の
聖
母
堂
〟
が
あ
る
︑
な
ど
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)
7
・
？
志
賀
直
温
︑
日
本
醋
酸
会
社
監
査
役
満
期
改
選
の
結
果
︑
取
締
役
に
選
任
さ
れ
る
︒
(志
賀
家
系
図
)
8
・
？
こ
の
時
点
で
︑
総
武
鉄
道
株
式
会
社
は
社
長
・
青
田
綱
三
︑
専
務
取
締
役
兼
経
理
課
課
長
・
志
賀
直
温
︑
持
ち
株
は
︑
相
馬
順
胤
が
四
三
一
〇
株
︑
志
賀
直
温
が
一
六
〇
九
株
︑
石
川
栄
昌
が
一
五
三
〇
株
︑
青
田
綱
三
が
一
二
八
〇
株
︑
二
宮
尊
親
が
七
二
六
株
︒
明
治
三
十
八
年
上
半
期
の
総
武
鉄
道
株
は
︑
払
込
額
五
十
円
︑
時
価
六
十
五
円
六
十
銭
︑
配
当
率
一
割
︒
(
第
三
版
﹃
帝
国
鉄
道
要
鑑
﹄
)
8
・
10
(木
)
武
者
小
路
実
篤
が
箱
根
の
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒
天
気
が
悪
い
の
で
江
ノ
島
周
遊
︑
遠
泳
は
中
止
に
な
っ
た
︑
風
儀
上
の
問
題
は
起
こ
ら
な
か
っ
た
︑
と
の
こ
と
︒
(﹃
武
者
小
路
実
篤
全
集
﹄
)
8
・
11
(金
)
有
島
生
馬
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
ロ
ー
マ
の
消
印
︑
麻
布
九
月
十
四
日
の
消
印
︒﹁
輔
仁
会
雑
誌
﹂
の
こ
と
を
書
い
た
葉
書
を
受
け
志
賀
直
哉
年
譜
考
(九
)
一
五
四
取
っ
た
こ
と
な
ど
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)
8
・
12
(土
)
直
哉
が
︑
黒
木
三
次
︑
里
見
弴
︑
柳
沢
保
承
と
箱
根
宿
の
石
内
と
い
う
昔
の
本
陣
の
離
れ
を
借
り
て
い
る
時
︑
芦
の
湯
の
紀
伊
国
屋
に
来
て
い
る
志
賀
直
道
か
ら
︑
志
賀
直
方
が
感
状
を
受
け
取
っ
た
事
を
告
げ
る
葉
書
が
届
く
︒
(﹃
祖
父
﹄
二
十
三
)
こ
の
頃
里
見
弴
は
母
・
有
島
幸
子
か
ら
の
手
紙
を
誤
解
し
て
帰
京
︒
ま
も
な
く
直
哉
も
︑
一
旦
帰
京
し
︑
里
見
弴
と
真
砂
座
に
﹁
業
平
文
治
﹂
(八
月
十
三
日
初
日
︑﹃
続
々
歌
舞
伎
年
代
記
﹄
坤
の
巻
)
を
見
に
行
く
︒
小
山
内
薫
と
会
う
︒
帰
り
が
深
夜
に
な
り
︑
里
見
弴
は
母
か
ら
ひ
ど
く
叱
ら
れ
る
︒
有
島
幸
子
は
里
見
弴
が
直
哉
の
所
に
行
く
の
を
喜
ば
な
い
よ
う
に
な
る
︒
(
里
見
弴
﹃
君
と
私
﹄
十
一
)
8
・
25
(金
)
金
田
の
武
者
小
路
実
篤
が
直
哉
に
手
紙
を
書
く
︒
プ
ラ
ト
ン
の
﹃
饗
宴
﹄
を
読
ん
で
い
る
︑
ゴ
ー
リ
キ
ー
の
短
篇
(﹃
マ
カ
ル
・
チ
ュ
ド
ラ
﹄
)
を
一
つ
読
ん
だ
︑
な
ど
︒
(﹃
武
者
小
路
実
篤
全
集
﹄
)
8
・
30
(水
)
金
田
の
武
者
小
路
実
篤
が
直
哉
に
手
紙
を
書
く
︒
(﹃
武
者
小
路
実
篤
全
集
﹄
)
夏
志
賀
直
道
︑
食
道
癌
(胃
癌
)と
判
明
︒
(﹃
祖
父
﹄
二
十
四
)
(﹃
祖
母
の
為
に
﹄
)
9
高
等
学
科
三
年
に
進
級
︒
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
9
・
2
(土
)
有
島
生
馬
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
ロ
ー
マ
の
消
印
︑
麻
布
十
月
六
日
の
消
印
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)
9
・
5
(火
)
日
露
講
和
条
約
の
内
容
に
憤
慨
し
た
国
民
が
︑
日
比
谷
焼
き
打
ち
事
件
を
起
こ
す
︒
(M
38
・
9
・
6
﹁
日
本
新
聞
﹂
)
直
哉
も
︑
志
賀
家
か
ら
帝
大
医
学
部
に
通
っ
て
い
た
親
戚
の
太
田
登
志
彦
と
共
に
︑
志
賀
英
子
・
直
三
を
連
れ
て
見
に
行
く
︒
(﹁
志
賀
直
哉
全
集
・
月
報
9
﹂
実
吉
英
子
﹃
若
い
頃
の
兄
志
賀
直
哉
の
憶
い
出
﹄
)
9
・
6
(水
)
直
哉
は
︑
黒
木
三
次
︑
田
村
寛
貞
︑
里
見
弴
と
共
に
︑
山
本
愛
子
を
訪
問
︒
そ
の
後
︑
市
中
の
騒
動
を
見
に
行
く
︒
(M
38
・
9
・
11
有
島
生
馬
宛
書
簡
)
9
・
7
(木
)
正
親
町
公
和
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
八
日
の
消
印
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)
9
・
9
(土
)
関
安
子
と
直
哉
と
黒
木
三
次
で
会
談
︒
安
子
は
両
三
日
内
に
学
校
に
行
く
の
で
入
塾
に
備
え
て
夜
具
を
作
っ
て
い
る
と
言
う
︒
(M
38
・
志
賀
直
哉
年
譜
考
(九
)
一
五
五
9
・
11
有
島
生
馬
宛
書
簡
)
＊
直
哉
と
黒
木
三
次
は
︑
自
分
た
ち
の
小
遣
い
の
中
か
ら
僅
か
な
金
を
割
い
て
︑
関
安
子
に
渡
し
て
い
た
︒
(﹃
蝕
ま
れ
た
友
情
﹄
二
)
9
・
11
(月
)
学
習
院
で
学
年
始
業
式
︒
(M
38
・
12
﹁
学
習
院
輔
仁
会
雑
誌
﹂
67
号
﹁
雑
報
﹂
)
晩
︑
直
哉
は
︑
柳
沢
保
承
を
訪
問
︒
青
木
直
介
︑
柳
宗
悦
︑
岩
倉
具
重
︑
山
沢
鉄
五
郎
︑
田
村
寛
貞
︑
川
村
弘
も
い
る
︒
皆
で
品
川
の
海
に
舟
を
出
し
て
遊
ぶ
︒
(﹃
芳
舟
遺
稿
﹄
所
収
川
村
弘
日
記
)
直
哉
は
有
島
生
馬
に
手
紙
を
書
く
︒
昨
晩
︑
ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
リ
の
絵
葉
書
が
︑
今
日
︑
ま
た
別
の
絵
葉
書
が
来
た
︑
田
村
寛
貞
に
は
先
日
君
の
こ
と
を
詳
し
く
話
し
た
︑
関
安
子
の
近
況
な
ど
︒
(M
38
・
9
・
11
有
島
生
馬
宛
書
簡
)
9
・
12
(火
)
有
島
生
馬
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
ロ
ー
マ
の
消
印
︑
麻
布
十
月
二
十
五
日
の
消
印
︒
箱
根
か
ら
の
便
り
が
届
い
た
と
の
こ
と
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)
9
・
14
(木
)
直
哉
は
木
下
利
玄
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
(M
38
・
9
・
14
木
下
利
玄
宛
書
簡
)
9
・
？
研
究
部
(邦
語
)
委
員
に
︑
武
者
小
路
実
篤
・
松
島
龍
蔵
・
志
賀
直
哉
が
選
ば
れ
る
︒
(
M
38
・
12
﹁
学
習
院
輔
仁
会
雑
誌
﹂
67
号
﹁
雑
報
﹂
)
9
・
24
(日
)
直
哉
は
︑
ゴ
ー
リ
キ
ー
﹃
降
魔
﹄
を
翻
訳
︒
(未
定
稿
7
)
＊
『中
野
好
夫
君
に
し
た
話
﹄
に
よ
れ
ば
ゴ
ー
リ
キ
ー
の
短
篇
で
途
上
所
見
の
よ
う
な
小
品
を
訳
し
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
︒
＊
ゴ
ー
リ
キ
ー
の
ご
く
初
期
の
物
は
威
勢
が
よ
く
て
特
に
好
き
だ
っ
た
︒
(﹃
愛
読
書
回
顧
﹄
)
(﹃
稲
村
雑
談
﹄﹁
読
書
﹂
)
(
対
談
﹃
志
賀
直
哉
氏
の
文
学
縦
横
談
﹄
)
＊
直
哉
は
︑
一
学
期
学
校
を
休
ん
で
︑
家
で
ゴ
ー
リ
キ
ー
の
長
編
﹃
フ
ォ
マ
・
ゴ
ル
デ
ィ
エ
フ
﹄
を
読
ん
だ
︑
八
十
ペ
ー
ジ
位
ま
で
読
ん
で
止
め
て
し
ま
っ
た
が
︑
そ
こ
ま
で
は
面
白
か
っ
た
︑
と
述
べ
て
い
る
︒
(﹃
S
君
と
の
雑
談
﹄
)
(座
談
会
﹃
志
賀
直
哉
日
記
を
め
ぐ
つ
て
﹄
)
9
・
30
(土
)
直
哉
︑
柳
谷
午
郎
︑
黒
木
三
次
︑
川
村
弘
ら
の
睦
友
会
会
員
と
里
見
弴
は
︑
染
井
墓
地
に
森
田
明
次
の
墓
参
を
し
︑
有
島
生
馬
に
寄
せ
書
き
の
葉
書
を
送
る
︒
そ
の
後
︑
直
哉
・
柳
谷
・
黒
木
・
川
村
で
向
島
に
遊
ん
だ
︒
(﹃
芳
舟
遺
稿
﹄
所
収
M
38
・
9
・
30
︑
10
・
13
有
島
生
馬
宛
川
志
賀
直
哉
年
譜
考
(九
)
一
五
六
村
弘
書
簡
)
(M
38
・
9
・
11
有
島
生
馬
宛
書
簡
)
直
哉
は
円
通
寺
に
行
き
︑
関
安
子
の
母
と
話
し
た
か
︒
(M
38
・
9
・
11
有
島
生
馬
宛
書
簡
)
9
末
志
賀
直
道
が
寝
付
く
︒
(﹃
祖
母
の
為
に
﹄
)
こ
の
頃
か
？
輔
仁
会
大
会
の
講
演
を
︑
直
哉
は
︑
内
村
鑑
三
か
夏
目
漱
石
に
頼
み
た
か
っ
た
が
︑
上
田
敏
に
頼
む
こ
と
に
な
っ
た
︒
引
き
受
け
て
貰
っ
た
後
で
︑
菊
池
大
麓
院
長
が
反
対
し
︑
そ
の
命
令
で
︑
直
哉
は
同
じ
邦
語
部
委
員
の
武
者
小
路
実
篤
と
共
に
︑
講
演
を
断
り
に
上
田
敏
を
訪
問
し
た
︒
そ
の
際
︑
直
哉
と
武
者
小
路
は
親
し
い
友
に
な
ろ
う
と
約
束
し
た
︒
こ
の
日
︑
武
者
小
路
は
は
じ
め
て
自
分
の
恋
に
つ
い
て
話
し
た
︒
こ
の
頃
︑
直
哉
は
男
同
士
の
恋
で
苦
し
ん
で
い
た
︒
こ
の
日
︑
上
田
敏
に
メ
ー
テ
ル
リ
ン
ク
の
こ
と
を
教
わ
っ
た
︒
(武
者
小
路
実
篤
﹃
或
る
男
﹄
八
十
九
)
(未
定
稿
129
﹃
或
る
旅
行
記
﹄
五
)
(座
談
会
﹃﹁
白
樺
﹂
座
談
会
﹄
)
10
・
？
こ
の
時
点
で
︑
甲
武
鉄
道
株
式
会
社
の
持
ち
株
は
︑
志
賀
直
温
が
九
六
八
株
︑
青
田
綱
三
が
五
五
〇
株
︒
明
治
三
十
八
年
上
半
期
の
甲
武
鉄
道
株
は
︑
払
込
額
四
十
五
円
︑
配
当
率
一
割
︒
(第
三
版
﹃
帝
国
鉄
道
要
鑑
﹄
)
10
・
5
(木
)
放
課
後
︑
図
書
館
閲
覧
室
に
て
邦
語
部
例
会
︒
(M
38
・
12
﹁
学
習
院
輔
仁
会
雑
誌
﹂
67
号
﹁
雑
報
﹂
)
10
・
10
(火
)
こ
の
時
点
で
︑
第
一
部
三
年
級
は
︑
吉
光
長
一
︑
斉
藤
博
︑
仙
石
政
恒
︑
木
下
利
玄
︑
細
川
護
立
︑
石
原
晋
太
郎
︑
酒
井
忠
克
︑
北
島
貴
孝
︑
徳
川
慶
久
︑
正
親
町
公
和
︑
武
者
小
路
実
篤
︑
加
藤
泰
吉
︑
志
賀
直
哉
︑
三
島
弥
吉
︑
川
村
弘
︑
裏
松
友
光
︑
林
忠
一
︑
二
條
厚
基
︑
黒
田
長
敬
︑
真
田
幸
久
︑
福
井
発
太
郎
︑
伊
東
太
郎
︑
前
田
利
彭
︑
毛
利
元
雄
︒
(﹃
学
習
院
一
覧
明
治
三
十
八
年
九
月
～
三
十
九
年
八
月
﹄
)
こ
の
日
︑
菊
池
大
麓
院
長
が
辞
表
を
提
出
︒
考
え
が
宮
内
大
臣
と
対
立
し
︑
四
月
以
来
努
力
し
て
き
た
が
︑
つ
い
に
辞
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
た
め
と
い
う
︒
(﹃
芳
舟
遺
稿
﹄
所
収
M
38
・
10
・
18
川
村
弘
日
記
)
10
・
12
(木
)
直
哉
は
赤
城
の
紅
葉
を
見
よ
う
と
旅
行
に
出
か
け
る
︒
こ
の
日
︑
菊
池
大
麓
院
長
の
免
官
と
高
等
学
科
の
廃
止
が
学
習
院
学
生
に
伝
え
ら
れ
る
と
い
う
大
事
件
が
起
こ
っ
た
︒
木
下
利
玄
は
直
哉
に
報
告
の
手
紙
を
書
く
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄
)
(﹃
芳
舟
遺
稿
﹄
所
収
M
38
・
10
・
13
有
島
生
馬
宛
川
村
弘
書
簡
)
志
賀
直
哉
年
譜
考
(九
)
一
五
七
＊
明
治
三
十
八
年
十
月
か
ら
学
習
院
院
長
事
務
取
扱
︑
明
治
三
十
九
年
一
月
か
ら
四
十
年
一
月
ま
で
学
習
院
院
長
は
︑
山
口
鋭
之
助
︒
(﹃
学
習
院
史
﹄
)
直
哉
は
︑
輔
仁
会
で
休
み
が
続
く
の
で
︑
一
人
で
旅
行
し
た
︒
赤
城
に
回
る
つ
も
り
だ
っ
た
が
︑
赤
倉
の
香
嶽
楼
で
予
定
を
変
更
し
︑
直
江
津
︑
伏
木
︑
高
岡
︑
金
沢
︑
京
都
の
沢
文
を
旅
行
︒
伏
木
行
き
の
雨
上
が
り
の
船
の
上
で
︑
明
け
方
︑
立
山
の
剣
山
の
後
か
ら
金
色
の
曙
光
が
上
っ
て
来
︑
銀
色
の
月
が
向
こ
う
の
能
登
半
島
に
下
り
て
行
く
の
を
見
︑
自
然
を
本
当
に
美
し
い
と
思
う
︒
(座
談
会
﹃
志
賀
直
哉
日
記
を
め
ぐ
つ
て
﹄
)
(﹃
旅
﹄
)
(﹃
早
春
の
旅
﹄
三
)
↓
『暗
夜
行
路
﹄
(第
一
-六
)
の
モ
デ
ル
草
稿
﹃
一
日
二
タ
晩
の
記
﹄
に
︽
以
前
海
江
田
と
鉄
の
ゐ
た
沢
文
の
控
宅
の
前
︾
で
︽
あ
の
時
分
程
苦
し
い
と
感
じ
た
事
は
こ
れ
ま
で
の
生
涯
に
な
か
つ
た
︒
も
う
五
年
程
前
の
事
に
な
る
︒
然
し
そ
の
苦
み
も
あ
の
旅
行
で
和
げ
る
事
が
出
来
た
の
で
あ
る
︒︾
と
思
う
と
こ
ろ
が
あ
る
︒
10
・
18
(水
)
学
習
院
紀
念
日
で
式
後
︑
輔
仁
会
秋
季
大
会
︒
(﹃
芳
舟
遺
稿
﹄
所
収
川
村
弘
日
記
)
10
・
23
(月
)
横
浜
の
観
艦
式
に
行
っ
た
武
者
小
路
実
篤
ら
が
︑
直
哉
に
寄
せ
書
き
の
葉
書
を
書
く
︒
(﹃
武
者
小
路
実
篤
全
集
﹄
)
10
・
25
(水
)
三
日
に
わ
た
り
立
川
方
面
へ
秋
季
行
軍
︒
直
哉
は
︑
第
一
中
隊
の
曹
長
︑
第
三
小
隊
長
︑
第
二
中
隊
の
曹
長
な
ど
を
務
め
る
︒
(
M
38
・
12
﹁
学
習
院
輔
仁
会
雑
誌
﹂
67
号
﹁
秋
季
行
軍
記
事
﹂
)
児
島
喜
久
雄
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
大
阪
で
は
面
白
か
っ
た
だ
ろ
う
と
の
こ
と
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
﹄
)
こ
の
頃
か
？
女
の
雑
誌
の
口
絵
に
︑
日
露
戦
争
が
済
ん
だ
祝
の
宴
会
で
し
た
︑
稲
・
ブ
リ
ン
ク
リ
ー
が
大
和
姫
に
扮
し
た
活
人
画
が
出
た
か
？
(草
稿
﹃
第
三
篇
﹄
四
)
(﹃
大
津
順
吉
﹄
第
一
-三
)
こ
の
頃
か
？
直
哉
は
﹁
ノ
ー
ト
1
﹂
を
使
い
始
め
る
︒
夏
目
漱
石
﹃
吾
輩
は
猫
で
あ
る
﹄
に
つ
い
て
の
感
想
や
︑
も
し
自
分
が
キ
リ
ス
ト
教
に
接
し
て
い
な
か
っ
た
ら
社
会
主
義
に
喜
ん
で
飛
び
込
ん
で
い
た
だ
ろ
う
こ
と
な
ど
を
記
す
︒
(新
﹃
志
賀
直
哉
全
集
﹄
補
⑤
P
328
～
329
)
11
・
4
(土
)
五
時
か
ら
ウ
ォ
ル
フ
の
送
別
会
を
富
士
見
軒
で
開
く
︒
直
哉
︑
川
村
弘
︑
細
川
護
立
も
出
席
︒
帰
路
︑
田
村
寛
貞
︑
柳
谷
午
郎
︑
直
哉
︑
志
賀
直
哉
年
譜
考
(九
)
一
五
八
川
村
弘
で
睦
友
会
の
会
合
に
つ
い
て
相
談
︒
(﹃
芳
舟
遺
稿
﹄
所
収
川
村
弘
日
記
)
有
島
生
馬
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
ロ
ー
マ
五
日
︑
東
京
麻
布
十
二
月
十
四
日
の
消
印
︒
森
田
明
次
の
墓
参
の
葉
書
が
届
い
た
と
の
こ
と
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)
11
・
6
(月
)
里
見
弴
が
直
哉
に
手
紙
を
書
く
︒
七
日
の
消
印
︒
前
日
見
た
本
郷
座
﹁
己
が
罪
﹂
の
劇
評
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)
11
・
7
(火
)
直
哉
は
︑
木
下
利
玄
に
︑
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
大
王
の
銅
像
の
絵
葉
書
を
使
っ
て
︑
﹃
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
大
王
伝
﹄
を
勉
強
す
る
愚
痴
を
書
く
︒
(M
38
・
11
・
7
木
下
利
玄
宛
書
簡
)
11
・
23
(木
)
武
者
小
路
実
篤
が
︑
直
哉
に
イ
プ
セ
ン
に
つ
い
て
葉
書
を
書
く
︒
(﹃
武
者
小
路
実
篤
全
集
﹄
)
11
・
26
(日
)
こ
の
前
後
か
ら
十
二
月
末
に
か
け
て
︑
直
哉
は
丸
善
に
洋
書
を
多
数
注
文
し
て
い
る
︒
ボ
ッ
カ
チ
オ
︑
ハ
ウ
プ
ト
マ
ン
の
“
T
h
e
S
u
n
k
e
n
B
e
l
”
(﹃
沈
鐘
﹄
)
︑
ド
ー
デ
の
“
S
a
p
p
h
o
”
(﹃
サ
ッ
フ
ォ
ー
﹄
)
︑
ブ
ラ
ン
デ
ス
の
“
T
h
e
h
isto
ry
o
f
m
o
d
e
rn
S
ca
n
d
in
a
v
ia
n
L
ite
ra
tu
re
”︑
ピ
ネ
ロ
の
戯
曲
集
︑
“
W
h
itn
e
y
s̓
G
e
rm
a
n
G
ra
m
m
a
r”
︑
イ
プ
セ
ン
の
書
簡
集
︑
戯
曲
集
︑
“
T
h
e
W
ild
D
u
ck
”
(﹃
野
鴨
﹄
)
︑
“
R
o
sm
e
rsh
o
lm
”
(﹃
ロ
ス
メ
ル
ス
ホ
ル
ム
﹄
)
︑
“
T
h
e
L
e
a
g
u
e
o
f
Y
o
u
th
”
(﹃
青
年
同
盟
﹄
)
︑
“
E
m
p
e
ro
r
&
G
a
lile
a
n
”
(﹃
皇
帝
と
ガ
リ
ラ
ア
人
﹄
)
︑
ゴ
ー
リ
キ
ー
の
“
T
h
re
e
o
f
T
h
e
m
”
(﹃
三
人
﹄
)
︑
“
T
h
e
O
rlo
f
C
o
u
p
le
&
M
a
lv
a
”
(﹃
オ
ル
ロ
フ
夫
妻
マ
ル
ヴ
ァ
﹄
)
︑
“
M
a
k
a
r
C
h
u
d
ra
”
(﹃
マ
カ
ル
・
チ
ュ
ド
ラ
﹄
)
︑
“
S
o
n
g
o
f
a
F
a
lco
n
”
(﹃
鷹
の
歌
﹄
)
な
ど
︒
イ
プ
セ
ン
︑
メ
ー
テ
ル
リ
ン
ク
︑
ダ
ヌ
ン
ツ
ィ
オ
な
ど
︑
欲
し
い
本
の
リ
ス
ト
も
あ
り
︒
年
末
頃
か
︑
所
蔵
す
る
本
の
リ
ス
ト
も
作
成
︒
ト
ル
ス
ト
イ
の
“
K
re
u
tz
e
r
S
o
n
a
ta
”
(﹃
ク
ロ
イ
ツ
ェ
ル
・
ソ
ナ
タ
﹄
)
︑
“
T
h
e
D
e
a
th
o
f
Iv
a
n
Ily
ich
”
(﹃
イ
ワ
ン
・
イ
リ
イ
ッ
チ
の
死
﹄
)
︑
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
の
“
A
d
e
sp
e
ra
te
C
h
a
ra
cte
r”
(﹃
絶
望
的
な
性
格
﹄
)
︑
ビ
ョ
ル
ン
ソ
ン
︑
ゴ
ー
リ
キ
ー
の
“
F
o
m
a
G
o
rd
y
e
e
f
”
(﹃
フ
ォ
マ
・
ゴ
ル
デ
ィ
エ
フ
﹄
)
︑
“
O
rlo
f
&
h
is
w
ife
”
(﹃
オ
ル
ロ
フ
夫
妻
﹄
)
︑
“
T
h
e
O
u
tca
sts”
(﹃
浮
浪
人
﹄
)
︑
チ
ェ
ー
ホ
フ
の
“
T
h
e
B
la
ck
M
o
n
k
”
(﹃
黒
衣
の
僧
﹄
)
︑
イ
プ
セ
ン
の
“
L
ittle
E
y
o
lf”
(﹃
小
さ
な
ア
イ
ヨ
ル
フ
﹄
)
︑
“
T
h
e
M
a
ste
r
B
u
ild
e
r”
(﹃
棟
梁
ソ
ル
ネ
ス
﹄
)
︑
“
N
o
ra
”
(﹃
人
形
の
家
﹄
)
︑
“
G
h
o
sts”
(﹃
幽
霊
﹄
)
︑
“
B
ra
n
d
”
(﹃
ブ
ラ
ン
ド
﹄
)
︑
“
H
e
d
d
a
志
賀
直
哉
年
譜
考
(九
)
一
五
九
G
a
b
le
r”
(﹃
ヘ
ッ
ダ
・
ガ
ブ
ラ
ー
﹄
)
︑
“
Jo
h
n
G
a
b
rie
l
B
o
rk
m
a
n
”
(﹃
ジ
ョ
ン
・
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
ボ
ル
ク
マ
ン
﹄
)
︑
“
W
h
e
n
W
e
D
e
a
d
A
w
a
k
e
n
”
(﹃
わ
た
し
た
ち
死
ん
だ
者
が
目
覚
め
た
と
き
﹄
)
︑
“
P
e
e
r
G
y
n
t”
(﹃
ペ
ー
ル
・
ギ
ュ
ン
ト
﹄
)
︑
“
P
il
a
rs
o
f
S
o
cie
ty
&
A
n
E
n
e
m
y
o
f
S
o
cie
ty
”
(﹃
社
会
の
柱
社
会
の
敵
﹄
)
︑
ズ
ー
デ
ル
マ
ン
の
“
D
a
m
e
C
a
re
”
(﹃
憂
愁
夫
人
﹄
)
︑
”T
h
e
Jo
y
o
f
L
iv
in
g
”
(﹃
生
の
喜
び
﹄
)
︑
ダ
ヌ
ン
ツ
ィ
オ
の
“
T
h
e
D
e
a
d
C
ity
”
(﹃
死
都
﹄
)
︑
“
T
h
e
F
la
m
e
o
f
L
ife
”
(﹃
炎
﹄
)
︑
“
T
h
e
T
riu
m
p
h
o
f
D
e
a
th
”
(﹃
死
の
勝
利
﹄
)
な
ど
︒
蓄
音
機
無
声
盤
の
リ
ス
ト
(義
太
夫
や
小
さ
ん
な
ど
)
も
あ
り
︒
(﹁
ノ
ー
ト
1
﹂
補
⑤
P
329
～
331
)
＊
ダ
ヌ
ン
ツ
ィ
オ
の
﹃
死
の
勝
利
﹄
は
︑
有
島
生
馬
か
ら
梗
概
を
聞
か
さ
れ
英
訳
で
持
っ
て
い
た
が
︑
内
村
鑑
三
の
影
響
で
避
け
ね
ば
な
ら
ぬ
と
思
い
︑
読
ま
な
か
っ
た
︒
(﹃
中
野
好
夫
君
に
し
た
話
﹄
)
(座
談
会
﹃
志
賀
直
哉
日
記
を
め
ぐ
っ
て
﹄
)
11
・
27
(月
)
直
哉
は
︑
自
分
の
作
品
名
の
メ
モ
を
記
す
︒
既
成
作
品
と
し
て
︑﹃
雪
雄
﹄
(↓
未
定
稿
3
)
﹃
嶋
吉
﹄﹃
農
夫
﹄
(ト
ル
ス
ト
イ
お
伽
話
よ
り
)
﹃
追
魔
﹄
(ゴ
ル
キ
ー
)
(↓
未
定
稿
7
)
﹃
冨
貴
色
悪
魔
誘
惑
﹄﹃
小
品
小
供
﹄
﹁
仙
太
﹂﹁
芳
子
﹂
﹁
雪
雄
﹂︒
腹
案
中
と
し
て
︑﹃
脱
営
﹄﹃
水
車
﹄
(↓
後
の
未
定
稿
23
︑
24
︑
39
)
﹃
利
次
郎
お
竹
﹄
(↓
後
の
未
定
稿
14
)
﹃
総
て
を
神
よ
り
﹄
(
バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
の
死
)
︒﹁
長
生
法
﹂︑﹃
小
品
小
供
﹄﹁
新
八
﹂﹁
清
﹂﹁
米
ン
チ
ャ
ン
﹂﹁
お
染
﹂﹁
嶋
吉
﹂﹁
P
a
u
l﹂
(
口
笛
を
吹
け
ぬ
事
)
﹁
F
o
m
a
﹂
(
鳩
を
見
て
自
由
を
慕
ふ
事
)
﹁
F
o
m
a﹂
(学
校
に
初
め
て
あ
が
り
し
時
の
事
)
﹁
可
子
﹂
な
ど
の
メ
モ
あ
り
︒
(未
定
稿
8
)
＊
｢
P
a
u
l﹂
(口
笛
を
吹
け
ぬ
事
)
は
﹃
憂
愁
夫
人
﹄︑﹁
F
o
m
a﹂
(鳩
を
見
て
自
由
を
慕
ふ
事
)
﹁
F
o
m
a﹂
(学
校
に
初
め
て
あ
が
り
し
時
の
事
)
は
﹃
フ
ォ
マ
・
ゴ
ル
デ
ィ
エ
フ
﹄
の
主
人
公
︒
11
・
28
(火
)
直
哉
は
︽
○
竹
と
り
物
語
の
梗
概
を
読
む
︑
新
曲
カ
グ
ヤ
姫
と
同
じ
な
り
︒︾︽
○
住
吉
物
語
の
梗
概
も
読
む
︑︾
と
ノ
ー
ト
に
記
す
︒
(﹁
ノ
ー
ト
1
﹂
補
⑤
P
332
～
333
)
＊
直
哉
は
﹃
愛
読
書
回
顧
﹄
で
︑
坪
内
逍
遙
の
﹃
新
曲
赫
映
姫
﹄
に
刺
激
さ
れ
て
平
安
朝
の
も
の
も
読
ん
だ
と
回
想
し
て
い
る
︒
11
・
29
(水
)
直
哉
は
︑
ノ
ー
ト
に
︽
若
き
男
女
が
一
生
其
愛
を
続
け
ん
事
を
願
ふ
は
恰
も
︑
彼
の
一
生
︑
一
本
の
蝋
燭
の
輝
か
ん
を
望
む
が
如
し
︾
と
い
う
﹃
ク
ロ
イ
ツ
ェ
ル
・
ソ
ナ
タ
﹄
の
一
節
へ
の
反
論
を
記
す
︒﹃
と
り
か
へ
ば
や
物
語
﹄
の
梗
概
も
読
む
︒
(﹁
ノ
ー
ト
1
﹂
補
⑤
P
334
～
志
賀
直
哉
年
譜
考
(九
)
一
六
〇
335
)
↓
未
定
稿
157
﹃
次
郎
君
の
ア
ッ
フ
ェ
ヤ
﹄︑﹃
暗
夜
行
路
﹄
(第
一
-三
)
11
・
30
(木
)～
真
砂
座
で
三
遊
亭
円
朝
原
作
の
﹁
名
人
長
次
﹂
を
上
演
︒
(﹃
続
々
歌
舞
伎
年
代
記
﹄
坤
の
巻
)
＊
『﹁
モ
オ
パ
ッ
サ
ン
全
集
﹂
推
薦
﹄
に
︽
昔
︑
中
洲
の
真
砂
座
で
伊
井
蓉
峰
が
﹁
名
人
長
次
﹂
と
い
ふ
円
朝
も
の
の
芝
居
を
し
た
事
が
あ
る
︒
そ
の
時
︑
私
は
有
島
壬
生
馬
か
ら
此
話
の
種
は
フ
ラ
ン
ス
の
小
説
で
︑
有
島
の
母
君
が
円
朝
に
話
し
て
聴
か
せ
た
の
を
翻
案
し
た
も
の
だ
と
聴
い
た
事
が
あ
る
︒
然
し
有
島
は
そ
の
原
作
が
誰
れ
の
小
説
で
あ
る
か
は
知
ら
な
か
つ
た
︒
後
年
分
つ
た
事
で
あ
る
が
︑
そ
の
種
本
と
い
ふ
の
は
モ
ウ
パ
ッ
サ
ン
の
﹁
親
殺
﹂
だ
つ
た
の
で
あ
る
︒
発
見
者
は
馬
場
孤
蝶
だ
つ
た
︒︾
と
あ
る
︒
こ
の
頃
か
？
直
哉
は
志
賀
直
道
の
胃
癌
に
つ
い
て
記
す
︒
(未
定
稿
17
)
こ
の
頃
(暮
近
く
な
っ
て
)
志
賀
直
道
の
病
状
が
悪
く
な
り
︑
食
物
も
喉
を
通
ら
な
く
な
っ
て
滋
養
浣
腸
を
す
る
︒
直
哉
は
︑
助
か
る
あ
て
の
な
い
人
間
を
い
つ
ま
で
も
苦
し
め
る
の
は
残
酷
だ
と
思
い
︑
内
村
鑑
三
に
相
談
す
る
が
︑
内
村
は
明
答
を
避
け
た
︒
こ
の
頃
の
志
賀
留
女
の
看
病
振
り
は
め
ざ
ま
し
か
っ
た
︒
(﹃
祖
父
﹄
二
十
四
)
(﹃
内
村
鑑
三
先
生
の
憶
ひ
出
﹄
)
12
・
1
(金
)
有
島
生
馬
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
ロ
ー
マ
二
日
︑
東
京
三
十
九
年
一
月
七
日
の
消
印
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)
12
・
6
(水
)
河
上
肇
が
学
習
院
に
辞
表
を
提
出
︒
(﹃
河
上
肇
全
集
﹄
年
譜
)
直
哉
は
高
等
学
科
時
代
︑
河
上
肇
の
﹁
経
済
学
﹂
の
授
業
を
受
け
た
︒
最
初
は
法
科
へ
行
く
連
中
の
お
付
き
合
い
だ
っ
た
が
︑
し
ま
い
に
は
引
き
込
ま
れ
て
聴
い
た
︒﹁
無
我
愛
﹂
に
入
る
前
で
興
奮
し
た
よ
う
な
熱
の
あ
る
講
義
振
り
で
︑
非
常
に
面
白
か
っ
た
︒
河
上
は
最
後
の
挨
拶
で
︑
自
分
の
講
義
は
つ
ま
ら
な
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
が
︑
大
学
の
講
義
よ
り
は
よ
か
っ
た
つ
も
り
だ
と
言
う
︒
(﹃
演
説
の
印
象
﹄
)
(対
談
﹃
内
村
鑑
三
そ
の
他
﹄
)
12
・
10
(日
)
直
哉
は
写
真
を
撮
影
︒
(﹃
新
潮
日
本
文
学
ア
ル
バ
ム
志
賀
直
哉
﹄
掲
載
・
写
真
)
12
・
12
(火
)
直
哉
は
ノ
ー
ト
に
︽
米
ン
ち
や
ん
︾
に
つ
い
て
メ
モ
す
る
︒
(﹁
ノ
ー
ト
1
﹂
補
⑤
P
337
)
志
賀
直
哉
年
譜
考
(九
)
一
六
一
12
・
13
(水
)
直
哉
は
︑
安
逸
な
生
活
か
ら
脱
し
︑
独
立
し
よ
う
と
ノ
ー
ト
に
記
す
︒
(﹁
ノ
ー
ト
1
﹂
補
⑤
P
337
～
339
)
こ
の
頃
直
哉
は
﹁
よ
ろ
し
く
﹂
と
い
う
演
説
を
準
備
︒
(﹁
ノ
ー
ト
1
﹂
補
⑤
P
341
～
343
)
12
・
18
(月
)
直
哉
は
︑﹁
学
習
院
輔
仁
会
雑
誌
﹂
第
六
十
七
号
﹁
雑
録
﹂
欄
に
︑﹁
某
﹂
の
署
名
で
﹃
邦
語
部
に
就
て
﹄
を
発
表
︒﹁
秋
季
行
軍
記
事
﹂
欄
の
﹁
銃
烟
﹂
に
︑﹁
奈
加
葉
﹂
の
署
名
で
﹃
扇
町
屋
軍
談
﹄︑﹁
そ
れ
が
し
﹂
の
署
名
で
﹃
﹁
命
令
だ
﹂
と
﹁
さ
う
か
ね
﹂﹄
を
発
表
︒
(
新
﹃
志
賀
直
哉
全
集
﹄
⑩
)
12
・
20
(水
)
三
河
屋
で
︑
木
下
利
玄
ら
が
︑
直
哉
に
寄
せ
書
き
の
葉
書
を
書
く
︒
二
十
一
日
の
消
印
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)
12
・
21
(木
)
直
哉
は
﹃
死
猿
﹄
と
し
て
河
上
先
生
を
訪
問
す
る
夢
を
書
く
︒
同
日
か
翌
日
︑
︽
○
余
の
専
心
︑
な
す
べ
き
事
︾
と
し
て
︽
第
一
︑
祖
父
の
看
病
︑
／
第
二
︑
作
文
︑
及
び
︑
己
が
前
途
︑
(独
立
す
べ
き
か
)
／
第
三
︑
読
残
せ
し
本
を
読
み
終
る
事
︑
／
第
四
︑
イ
ブ
セ
ン
研
究
︑
／
第
五
︑
観
劇
︑
浄
瑠
璃
︑
／
第
六
︑
ゴ
ル
キ
ー
研
究
︑︾
と
記
す
︒
(未
定
稿
9
)
12
・
23
(土
)
直
哉
は
木
下
利
玄
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
毎
日
午
後
一
時
か
ら
四
時
ま
で
な
ら
話
が
出
来
る
の
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
︑
と
の
こ
と
︒
(M
38
・
12
・
23
木
下
利
玄
宛
書
簡
)
12
・
25
(月
)
正
親
町
公
和
が
直
哉
に
ク
リ
ス
マ
ス
・
カ
ー
ド
と
し
て
絵
葉
書
を
送
る
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)
12
・
26
(火
)
木
下
利
玄
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
書
く
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)
武
者
小
路
実
篤
が
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒﹃
神
の
国
は
汝
ら
の
内
に
あ
り
﹄
を
読
了
と
の
こ
と
︒
(﹃
武
者
小
路
実
篤
全
集
﹄
)
こ
の
頃
直
哉
は
︽
○
余
は
︑
余
の
生
活
に
大
な
る
変
化
を
与
ふ
る
事
を
つ
と
め
ん
と
す
︑
第
一
歩
と
し
て
︑
余
は
余
の
家
庭
を
出
で
ざ
る
べ
か
ら
ず
︒︾︽
次
に
余
は
︑
余
の
国
を
去
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
︑
国
を
出
で
ゝ
︑
余
は
か
ん
そ
う
せ
る
露
國
に
趣
か
ん
︑
ゴ
ル
キ
ー
の
食
客
た
る
を
得
ば
︑
快
事
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
︑︾
な
ど
と
ノ
ー
ト
に
記
す
︒
(﹁
ノ
ー
ト
1
﹂
補
⑤
P
345
～
346
)
こ
の
頃
直
哉
は
︑﹁
長
生
﹂
に
つ
い
て
考
え
る
︒
(﹁
ノ
ー
ト
1
﹂
補
⑤
P
346
)
冬
休
み
里
見
弴
は
︑
直
哉
に
勧
め
ら
れ
て
ズ
ー
デ
ル
マ
ン
の
﹃
フ
ラ
ウ
・
ゾ
ル
ゲ
﹄
の
英
訳
を
読
む
︒
ゴ
ー
リ
キ
ー
も
勧
め
ら
れ
た
︒
(
里
見
弴
志
賀
直
哉
年
譜
考
(九
)
一
六
二
﹃
君
と
私
﹄
十
一
)
12
・
28
(木
)
武
者
小
路
実
篤
が
直
哉
に
葉
書
を
書
く
︒
(﹃
武
者
小
路
実
篤
全
集
﹄
)
12
・
29
(金
)
伊
豆
山
の
川
村
弘
が
東
京
の
直
哉
に
手
紙
を
出
す
︒
(﹃
芳
舟
遺
稿
﹄
所
収
川
村
弘
書
簡
)
12
・
30
(土
)
正
親
町
公
和
が
直
哉
に
絵
葉
書
を
送
る
︒
(﹃
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
﹄
)
12
・
？
米
国
の
末
永
馨
か
ら
送
っ
て
き
た
雑
誌
“
T
h
e
W
o
rld
s̓
W
o
rk
”
の
中
に
W
.G
.
F
itz
-G
e
ra
ld
の
書
い
た
ロ
ダ
ン
評
伝
が
載
っ
て
い
て
︑
そ
の
写
真
を
見
て
直
哉
は
︑
ロ
ダ
ン
を
見
出
し
︑
正
親
町
公
和
に
教
え
た
︒
こ
の
雑
誌
に
よ
っ
て
︑
友
人
間
に
ロ
ダ
ン
が
知
ら
れ
た
︒
最
初
は
ロ
デ
ィ
ン
と
発
音
し
て
い
た
︒
(M
43
・
11
﹁
白
樺
﹂
編
集
後
記
)
(座
談
会
﹃
﹁
白
樺
﹂
座
談
会
﹄
)
＊
“
T
h
e
W
o
rld
s̓
W
o
rk
”
(
1
9
0
5・
1
1
)
に
は
︑
W
il
ia
m
G
.
F
itz
-
G
e
ra
ld
の
“
A
P
e
rso
n
a
l
S
tu
d
y
o
f
R
o
d
in
”
が
掲
載
さ
れ
︑
ロ
ダ
ン
の
彫
刻
等
の
写
真
も
多
数
載
っ
て
い
る
︒
12
・
？
直
哉
は
︑
中
学
生
の
時
に
は
面
白
く
な
か
っ
た
尾
崎
紅
葉
﹃
多
情
多
恨
﹄
を
読
ん
で
感
心
し
た
︒
祖
父
の
看
病
を
し
な
が
ら
夜
更
か
し
し
て
読
ん
だ
︒
字
の
使
い
方
を
帳
面
(↓
｢手
帳
11
﹂
補
⑤
P
307
～
)
に
書
き
写
し
た
︒
(
座
談
会
﹃
回
顧
﹄
)
(
対
談
﹃
小
説
に
つ
い
て
﹄
)
(﹃
愛
読
書
回
顧
﹄
)
こ
の
年
か
？
前
年
か
？
志
賀
直
道
が
相
馬
家
の
為
に
朝
鮮
に
広
大
な
土
地
を
買
う
こ
と
を
考
え
る
︒
日
韓
併
合
を
予
測
し
て
の
こ
と
だ
っ
た
︒
み
な
反
対
す
る
が
︑
直
哉
は
︑
や
り
遂
げ
よ
う
と
し
て
祖
父
が
長
生
き
す
る
と
考
え
︑
賛
成
す
る
︒
(﹃
稲
村
雑
談
﹄﹁
祖
父
﹂
)
(﹃
祖
父
﹄
二
十
二
)
こ
の
年
か
？
翌
年
か
？
(直
三
が
七
つ
八
つ
の
頃
)
毎
日
の
よ
う
に
︑
志
賀
直
温
は
︑
朝
寝
ぼ
う
を
し
て
い
る
直
哉
を
起
こ
す
よ
う
志
賀
直
三
に
命
令
す
る
︒
(
志
賀
直
三
﹃
阿
呆
伝
﹄
)
こ
の
年
か
ら
か
？『稲
村
雑
談
﹄
に
よ
れ
ば
︑
直
哉
は
落
語
研
究
会
が
出
来
た
頃
(M
38
・
3
・
21
第
一
次
落
語
研
究
会
の
第
一
回
公
演
)
か
ら
寄
席
に
行
く
よ
う
志
賀
直
哉
年
譜
考
(九
)
一
六
三
に
な
り
︑
落
語
研
究
会
を
よ
く
聴
き
に
行
っ
た
︒
歌
舞
伎
・
娘
義
太
夫
よ
り
は
後
︒
小
さ
ん
・
円
喬
・
円
右
・
円
左
・
小
円
朝
な
ど
︒
円
蔵
・
馬
楽
・
新
内
の
紫
朝
な
ど
も
居
た
︒
み
な
一
生
懸
命
や
っ
た
か
ら
面
白
か
っ
た
︒
特
に
小
さ
ん
が
好
き
だ
っ
た
︒
円
右
の
芝
居
か
ら
筋
を
引
い
た
人
情
噺
も
う
ま
か
っ
た
が
︑
円
喬
が
一
番
う
ま
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
︒
円
朝
は
死
ん
だ
後
だ
っ
た
︒
＊
『清
談
落
語
と
自
分
﹄
に
よ
れ
ば
︑
円
喬
の
﹁
鰍
沢
﹂
が
う
ま
か
っ
た
︒
こ
の
年
志
賀
直
道
の
兄
弟
が
直
道
・
留
女
夫
妻
の
金
婚
を
祝
い
︑
金
盃
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
を
記
す
︒
西
り
き
(八
十
八
才
)
︑
志
賀
直
道
(七
十
九
才
)
︑
佐
藤
う
の
(七
十
五
才
)
︑
石
田
茂
宗
(七
十
三
才
)
︑
半
谷
重
固
(
七
十
才
)
︒
(
桜
井
勝
美
﹃
志
賀
直
哉
の
原
像
﹄
)
こ
の
年
勘
解
由
小
路
康
子
︑
華
族
女
学
校
中
退
︒
(阿
川
弘
之
﹃
志
賀
直
哉
﹄
)
志
賀
直
哉
年
譜
考
(九
)
一
六
四
